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は じ め に 


フレ ー ム ワー ク は 、XASS-V シリ ー ズ の 統合 開発 環境 を 提供 し ます 。 プロ グラ ム ソ ー ス の 作 
成 、 ビ ルド 、 修 正 を 同じ 環境 で 行う こと が で きま す 。 デバ ッ ガ (DEV-V、XDDI-V) や ファ イル 
コン バー タ な どの オプ ショ ン ツ ー ル の 他 、XASS-V シリ ー ズ に 直接 関係 の な い ツ ー ル も フレ ー ム 
ワー ク に 登録 し メニ ュー か ら 起 動 す る こと が で きま す 。 

この フレ ー ム ワー ク で は 、 フ レー ム ワ ー ク 配下 で 動作 する 各 ツ ー ル の 使い 方 「 起 動 オ プシ ョ 
ン etc..」 に つい て は 特に 触れ て いま せん 。 各 ツ ー ル の 仕様 に つい て は 電子 マニ ュ ア ル を ご 覧 
ぐだ さい 。 


[フレ ー ム ワー ク 配 下 で 動作 する ツー ル ] 


XASS-V ・・・ クロ ス ア セン ブラ 

XMAC-V2 ・・・ マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ 

XMAC-V ・・・ マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ (I 旧 バー ジョ ン ) 
XCC++ ・・・ クロ ス C++ コン パイ ラ 

XCC-V ぷー ク 己 科 G コ ロコ ロ シ パ イラ 

XLNK-V ・・・ クロ スリ ンカ 

XOUT-V ・・・ HEX ファ イル 出力 ユー ティ リィ ティ 

XLIB-V ri2E ダ ジリ 作成 ーー ディ ナリ イィ 
XABS-V ・・・ 絶対 番地 リス ト 作 成 ユ ー テ ィ リ ティ 

XDEV-V ・・・ クロ スシ ミュ レー ト デ バ ッ ガ 

XDBX-V ・・・ クロ スシ ミュ レー ト デ バ ッ ガ (高速 エン ジン 「 略 称 : SEP」 搭載) 
XDDIV ・・・ クロ ス I CE デバ ッ ガ (対象 ICE: ADVICE) 
XTRX-V wt 女 デ の が ツ ト デ バツ が 

XSTR-REV ・・・ 構造 仕様 書 の 作成 ユー ティ リティ 
SOURCE DOCTOR ・・・C ソ ー ス 構文 チェ ッ ク プ メト リッ クス 測定 


[機能 概略 一 覧 ] 

エディ タ 

ビル ド 

コン パイ ル エ ラー か ら エ ディ タ を 自動 起動 (エラ ー ヶ 所 へ カー ソル を 設定 ) 
ファ イル か ら 文 字 列 検索 し エディ タ 表 示 

G-05 タス ク ・ ス ケル トン の 生成 

他 ソ フト ウェ ア の 登録 と 起動 


[6G-0S] 

G-05 は 、ITRON 仕様 の リア ル タ イ ム 0S で す 。 
フレ ー ム ワー ク で は 、 (-085 アプ リケーション ( 各 タ スク ハン ドラ ete,) の スケ ルト ン を 生成 
する 機能 を 装備 し て いま す 。 こ の 機能 を 使用 する 場合 は 、「 プ ロジ ェクト の 新規 作成 」 ダ イア ロ 
グ で 「G-05 アプ リケーション 」 を 選択 し て くだ さい 。 


メモ 、-05S を 使っ た アプ リケーション の 開発 する た め に は 、 別 途 6-05 の ライ セン ス を 購入 す 
る 必要 が あり ます 。G-0S に 対応 し て いる マイ コン と 、 対 応 し て いな い マ イコ ン が あり ます 。 


[C ソー ス 構 文 チ ェ ッ ク ] 
C コン パイ ラ で は 検知 不可 能 な が バグ に な りや すい コー ディ ング ミス を 診断 する 機能 で す 。 本 
機能 よせ 、 ア セン ブラ (マク ロ を 含む ) や 、C++ ソ ー ス に 使用 する こと は で きま せん 。 


メモ 、SOURCE DOCTOR (C ソー ス 構 文 チ ェ ッ ク 、 メ トリ ックス 測定 」 機 能 を 使用 する た め に は 、 
別途 ライ セン ス が 必要 で す 。 


プロ ジェ クト 


プロ ジェ クト の 使い 方 


フレ ー ム ワー ク で は 、 開 発作 業 を プロ ジェ クト ファ イル [.pdb] で 管理 し ます 。 1 つの プロ ジ 
ェクト に は アプ リケーション に 必要 な ソー ス フ ァ イル の セッ ト と 、 関 連 す る ファ イル や フレ ー 
ム ワ ー ク 配下 で 動作 する 各 ツ ー ル (XASS-V、XCC-V etc...) の 設定 情報 を 保存 し ます 。 
作業 を 初め て 行う と き は 、「 新 規 プ ロジ ェクト の 開設 」 を 行い ソー ス フ ァ イル の 登録 や 各種 ツー 
ル の 設定 を お こ な っ て くだ さい 。 


次 回 か ら は 、 フ レー ム ワ ー ク を 起動 後に 「 既 存 の プロ ジェ クト を 開く 」 だ け で 、 面 倒 な 設定 
を する こと な く 作 業 に 取り 掛か る こと が で きま す 。 


[プロ ジェ クト の 運用 手順 ] 


新規 ブロ ジェ クト の 開設 
JH ェ 9 ト の 
新規 作成 

學 存 の ゴロ ジェ クト を 開く 


Ei 


プロ ジェ クト を 新規 に 作成 する (は じ め て 作業 を 行う と き ) 


フレ ー ム ワー ク を 用 いて 開発 作業 を 行う に は 、 ま ず プ ロジ ェクト を 作成 する 必要 が あり ま 
す 。 メニ ュー か ら 「 フ ァイル 」->「 プ ロジ ェクト の 新規 作成 」 を 選択 し て 、「 新 規 プ ロジ ェ ク 
ト の 作成 」 ダ イア ログ を 表示 し ます 。 プ ロジ ェクト の タイ プ 、 作 業 を 行う ディ レク トリ 、 プ ロ 
ジェ クト 名 、 オ ブ ジ ェクト 保存 ディ レク トリ 、 及 び 使 用 する マイ コン の 選択 を し て くだ さい 。 


Genera-Purpose Cross Software XAS 


| ファ イル (FE) 編集 GE) 表示 EMF) ゆーL 
口 新規 作成 抽 . CtrtN 
| に: 抽 49 り 用 GtrtQO 


hi 中 の 新規 作成 中 ). 


ny ェ ト を 林 (@5.. 


新規 アロ ツェ 9 ッ ト の fE 成 E3 


hy イプ 人 作業 ディ ルト V(D 


へ い … 


こ ア ブリ ケー ショ ッ (xlo) 
コ GDB G-O0S ア フリ サー ショッ (Cxla) 


gm ラリ (lb) 
gm じす を 使用 し た ライ 7 ラリ Cxlb) 


hr 外 名 中 


ジェ 9 ト 祭 存 デ イル 9 ト V(O7 
回 避 


イヤ の 選択 (M: 


『IT 


キャ ッ セ ル | 


[プロ ジェ クト タイ プ ] 

プロ ジェ クト タイ プ に は 、「 ア プリ ケー ショ ン 」「C++ を 便 用 し た アプ リケーション 」「-08 ア 
プリ ケー ショ ン 」「 ラ イブ ラリ 」「C++ を 使用 し た ライ ブラ リ 」 の 5 種類 が あり ます 。 

アプ リケーション の 開発 を する と き は 「 ア プリ ケー ショ ン 」、 ソ ー ス ファ イル に (C++ 言 語 を 使 
っ て アプ リケーション の 開発 を する と き は 「C++ を 使用 し た アプ リケーション 」 を 選択 し て くだ 
き MY。 

「G-05 アプ リケーション 」 は 、G-0S を 使っ た アプ リケーション を 開発 する と き 選 択 し て くだ 
さい 。 (各種 タス ク の スケ ルト ン を 自動 生成 し ます ) 


ライ ブラ リ (.xlb) を 作成 する と き は 「 ラ イブ ラリ 」 を 、 ソ ー ス ファ イル に C+] 言語 を 使っ 
て ライ ブラ リ (.xlb) を 作成 する と き は 、「C++ を 使用 し た ライ ブラ リ 」 を 選択 し て くだ さい 。 


[作業 ディ レク トリ 1] 

作業 を 行う ディ レク トリ を 選択 し て くだ さい 。 この ボッ クス は 直接 入力 で きま せん 右側 に 
ある [参照 ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、 デ ィ レ クト リ 選 択 ダ イア ログ を ご 利用 くだ さい 。 
作業 ディ レク トリ に は 、 プ ロジ ェクト ファ イル (.pdb)、 リ ンク パラ メー タフ ァイル (. xls) 
が 保存 され ます 。 


[プロ ジェ クト 名 ] 

新しい プロ ジェ クト の 名 前 を 入力 し て くだ さい 。 デ ィ フ ォ ル ト で は 「 作 業 デ ィ レ クト リ 」 名 
が プロ ジェ クト 名 と し て 採用 され ます 。 こ の 名 前 を 使っ て プロ ジェ クト ファ イル が 作成 され ま 
す 。 


[オブ ジェ クト 保存 ディ レク トリ ] 

オブ ジェ クト ファ イル (.xao .xlo .xho etc...) を 保存 する た の ディ レク トリ 名 を 設定 し 
くだ さい 。「 オ ブ ジ ェクト 保存 ディ レク トリ 」 を 設定 し な か っ た 場合 は 、 オ ブ ジ ェクト ファ イル 
は 「 作 業 デ ィ レ クト リ 」 に 作成 され ます 。 


メモ 、 この ディ レク トリ は 必ず 「 作 業 デ ィ レ クト リ 」 配下 に 作成 され ます 。 相 対 パス 又は 
フル パス で 設定 し な いで くだ さい 。 

プロ ジェ クト に 、 (CH の ソー ス フ ァ イル (cnp 、cxx .6C) を 登録 し た と き は 「 オ プ ジ ェ クト 
保存 ディ レク トリ 」 を 使用 する こと は で きま せん 。 オ ブ ジ ェクト ファ イル は 「 作 業 デ ィ レ クト 
リ 」 へ 保存 され ます 。 


[マイ コン の 選択 ] 


使用 する マイ コン 名 を 選択 し て くだ さい 。 こ の ボッ クス に 表示 され て いな い マ イコ ン は イン 
スト ー ル され て いな いた め 使 用 する こと は で きま せん 。 
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プロ ジェ クト を 開く (作業 の 継続 ) 


プロ ジェ クト ファ イル を 開く と 、 前 回 プロ ジェ クト を 終了 し た と き の 状 態 に 戻り 、 作 業 を 再 


開 す る こと が で きま す 。 


メニ ュー か ら 「 フ ァイル 」->「 プ ロジ ェクト を 開く 」 を 選択 する と 、 フ ァイル ダイ アロ グ が 


表示 され ます 。 開き た い プ ロジ ェクト ファ イル (.pdb) の ある ディ レク トリ を 選択 し ます 。 


「 フ ァイル 名 」 ボ ックス の 一 覧 か ら 、 プ ロジ ェクト ファ イル を 選択 し 「 開 く 」 を クリ ッ ク す る 


か 、 一 覧 の ファ イル 名 か ら プ ロジ ェクト ファ イル を 1 個 選 択 し て ダブ ルク リッ ク し て くだ さ 
い 。 


メモ 、 メ ニュ ー の 「 プ ロジ ェクト を 開く 」 の 下 に 、 過 去 に 保存 され た プロ ジェ クト ファ イル の 


履歴 が 表示 され て いま す の で 、 こ れ を 選択 すれ ば プロ ジェ クト を 即座 に 開く こと が で きま す 。 


Genera-Purpose Cross Software XA3 和則 ジ ェ ッ ト を 隊 く 

| ァイル) 編集 E) 表示 W) EW ド B) 9 コ に 

1 電光 3 プイ ル の 場所 0 [Demz 

、 新規 作成 Q⑩- cwhN 還 還 Cm 
開く 0).. GtrFQO Ohij 

Sssosccn icsoーーーー ニ ニニ ーー Dema2pdb 


フト の 新規 作成 (P)。 


上.C\MST9 洋 DE 
2 CMSTO7 ぜ den 上 
3 c 洋 MST9 洋 NL 


アイ ル 名 
ァイル の 種類 |m ジ ェ 9 ト ファ イル epdb) 


2 Genera-Purpos 王 Cross Software XASS-V.. 


ファ 人 ル P) 編集 GE) 表示  EM ド ) 9- ル DAM2B 


引 Bplus.c 

引 Bppacketc 

引 Bpslaye.c 
Democ 


司 | Handlerr.c 
= で iih こ 
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プロ ジェ クト を 閉じ る (作業 の 終了 ) 


プロ ジェ クト の 状態 を 保存 し て 作業 を 終了 し ます 。 メ ニュ ー か ら 「 フ ァイル 」->「 プ ロジ ェ 
クト を 閉じ る 」 を 選択 する と 、 現 在 表示 中 の ウィ ンド ウ は 全て 閉じ られ 、 プ ロジ ェクト の 状態 
を プロ ジェ クト ファ イル (.pdb) へ 保存 し ます 。 必 要 に 応じ て 変更 を 加え た ファ イル に 関す る 
処理 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

次 回 、 こ の プロ ジェ クト を 使用 する 場合 は 、 プ ロジ ェクト ファ イル を 開く だ け で 即座 に ビル 
ド 等 を 実行 する こと が で きま す 。 


万 3 

プロ ジェ クト を 終了 せ ず に プロ ジェ クト ファ イル を 保存 し た いと き や プロ ジェ クト ファ イル 
名 を 変更 し て 保存 し た い 場 合 は 、 
メニ ュー か ら 「 フ ァイル 」->「 プ ロジ ェクト の 保存 」 を 選択 し て くだ さい 。 


プロ ジェ クト を 保存 し な いで 閉じ る よう に し た 場合 は 、「 カ スタ マイ ズ 」 ダ イア ログ で 設定 で 
きま すず 。 

メニ ュー か ら 「 ツ ー ル 」->「 カ スタ マイ ズ 」->「 全 般 」 を 選択 し ます 。 

「 プ ロジ ェクト ファ イル を 更新 し な い 」 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 


| ファ イル (FE) 編集 G) 表示 @) FEM ド GBD) ツー ル OD ウッ トウ 0 AH 
新規 作成 (N). CtrhN 
開く Q①).. GtrFO 
閉じ る ⑯) 


上 書き 保存 8 cwhs 
名 前 を 付け て 保存 (@^。 


HE 所 


II 共 Ei 衣 合 加 誠 

中 ETiOZpdH 

EEFE0SIEStFSTjHHBglI 

2FUUIIM DUGT7 め 2 用 STipBBGlllp 


ーー コジ が ェ リト の 集 存 W* 


コロッ ソ ェ ルト を 閉じ る 県 と DemG2 ndh 


] ブ ロジ ェクト ファ イル へ 保存 
(Cootok pdb) 
ブ ゴロ ジェ クト ファ イル へ 保存 し て 
ブロ ジェ クト を 終了 (Demo2.pdb) 
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ウィ ンド ツウ の 構成 


ウィ ンド ウ の 構成 


く ア イコ ン > 
フレ ー ム ワー ク は 以下 の よう な 各種 の ウィ ンド ウ に より 構成 され て いま す 。 


引 約 ゾー ス フ ァ イル 


ョ 稔 Po 
」 int as = 8 
ョ ぬ すう 5 etermi 
内 回 samplexlstkhk-v パラ メー タフ ァイル ) | 
日 紛 その 季 
国 amelemap0u2 マ 2 プイ 
日 9 ユー サフ ァイル 
国 resdmets GSB 色 


UN ビル ドル ウ = イル 株 7 
へ ルプ を 表示 する (は 1] を LCR を RT 生 ー 了 


く プ ロジ ェクト ビュ ー> 
プロ ジェ クト に 関す る 情報 を ツリ ー 表 示す る ビュ ー で す 。 
詳細 に つい て は 、 こ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


く ア ウト プッ トビ ュー> 


ビル ド の 経過 (エラ ー メ ッ セ ー ジ 等 ) を 表示 する ビュ ー で す 。 
詳細 に つい て は 、 こ ちら を 参照 し て くだ さい 。 
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く エ ディ タッ > 
ファ イル の 編集 を する ウィ ンド ウ で す 。 
詳細 に つい て は 、 こ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


< く ツ ー ル バー> 
各種 コマ ンド を クリ ッ ク す る だ け で 実行 で きま す 。 
[表示 ] -> [ツー ル バ ー] メニ ュー か ら 表 示 / 非 表示 を 選択 で きま す 。 


] 才 


回 エク ド ピ ョ ー 


く ア イコ ン > 
プロ ジェ クト ビュ ー の アイ コン は ファ イル の 状態 に より 以下 の よう に 変わ り ま す 。 


- 仙 sample ファル | | 
ー ス フイ ル ア 見 つか ら な い フ ァイル 
t | 


headonyc グ 鞭 み 取 り 専用 ファ イル 


: Te 
1 邊 イン カ エディ メ ィ Pd | 
- 電 オッ シ ルー スキ の フ CR 
その 他 3 int a = 
ユー ザ フ ァ イル も ) return 
B 
7lyoid bar() 
8 1【 
| int b = 
10 
11 |} 
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< く メ ニュ ー> 
プロ ジェ クト ビュ ー の コマ ンド に は 以下 の よう な も の が あり ます 。 


ソー ス フ ァイル 


国 | lostc 
譲 ReadOnly.c 
ーー sample.c 


イン カル ー ド ファ イル 
オプ ブシ リョン フ ァイル 
その 地 


ユー ザ フ ァ イル 


[ドッ キン グ ] 
ビュ ー を ドッ キン グ 表 示 に し ます (トグル 動作 )。 


4 


[フル パス 表示 ] 
ファ イル 名 を フル パス で 表示 し ます (トグル 動作 )。 


国 
ィ ンカ ルー ド ファ イ ル 
オプ ショ ン フ ァイル 


| 上 国 sarmple.xlsInk-y パラ メー タフ ァイル 
ロ @ その 他 

sample.manU ン カマ ッ プ ファ イル 
軸 - 克 ユー ザ サフ ァイル 


。 目 。 


eo 


- 国 W 詳 FW プ ロジ ェ ク リト \ マ ニュ アル \sample\samplec 

トー" ンカ ルー ド フ ァイル 

オプ ショ ン フ ァイル 

1 上 WW 科 FW プ ロジ ェ リ ト \ マ ニュ アル sample\samplexlsxInk-y ポラ メー ファイル) 
折 その 他 

ーーー 国 W 才 FW プ ロジ ェ リ ト \ マ ニュ アル \sample\Wsample.map) ン カマ ッ プ フ ァ イ ル ) 

田 - 克 ユー ザ サフ ァイル 


[すべ て を 展開 ] 
ツリ ー 全 体 を 展開 し ます 。 
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[すべ て を 折り た た お む ] 
ツリ ー 全 体 を 折り た た み ま す 。 


[更新 ] 
ツリ ー の アイ コン を 更新 し ます 。 


[エク スプ ロー ラ の 起動 ] 


ファ イル を 選択 し た 状態 か ら 、 そ の ファ イル の 格納 フォ ル ダ を エク スプ ロー ラ で 開く こと が 


で き ます 。 


- 間 sample ファ イル 
日 リー ス フ ァ イル 
| - 国 | loste 

ド 肖 ReadQnly.c 


、 還 間 叶 。 
| ト に イン カリ ルー ドラ スポ ッ ト コ ン パ イル ⑥) samplec CtrF? 


重 ッ ャ シッ 還 還 昌 時 
田 - 約 その 他 2 スプ ロー30 起 動 (E 
田 - 人 ユー ザ フ ァ イル 

ファ イル 


2N フ ブツ トビ ョ ー 


く メ ニュ ー> 
アウ ト プ ッ トビ ュー の コマ ンド に は 以下 の よう な も の が あり ます 。 


lsource12.c - 
WCCU-F-SYN  - Unexpected end-of- 和 fils- 


ra - Completed with 1 error 。 U Wafning WeSS コ eS- 


ErFQoP=s こ 


[クリ ア ] 
現在 の 表示 内 容 を 消去 し ます 。 


[保存 ] 
現在 の 表示 内 容 を 名 前 を 付け て ファ イル に 保存 し ます 。 


[該当 箇所 を 表示 ] 
エラ ー メ ッ セ ー ジ 等 の 該当 箇所 を エディ タ で 表示 し ます 。 
ラー キャ ッ チ も 参照 し て くだ さい 。 


[次 の 該当 箇所 を 表示 ] 
次 の エラ ー メ ッ セ ー ジ 等 の 該当 箇所 を エディ タ で 表示 し ます 。 


エラ ー キ ャ ッ チ も 参照 し て くだ さい 。 


[ドッ キン グ ] 
ビュ ー を ドッ キン グ 表 示 に し ます (トグル 動作 )。 
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ファ イル 
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ァイル の 新規 作成 


アプ リケーション を 作成 する の に 必要 な ソー ス フ ァ イル の 新規 作成 を お こない ます 。 
メニ ュー か ら 「 フ ァイル 」->「 新 規 作成 」 を 選択 する と 「 新 規 作成 ダイ アロ グ 」 を 表示 し ま 
す 。 「 作 成 フ ァイル の 種別 」 か ら フ ァイル の 種類 と ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい 。 


「 新 規 プ ロジ ェクト の 作成 」 ダ イア ログ に て 「G-0S アプ リケーション 」 を 選択 し た と き は 各 
種 G-05 タス ク を 選択 する こと が 可能 と な り 、 選 択 し た タス クス ケル トン を 自動 生成 し ます 。 


「 プ ロジ ェクト へ 登録 する 」 を チェ ッ ク し て ファ イル を 作成 し た と き は 、 フ ァイル は プロ ジ 
ェクト へ 登録 され ます 。 


| ファ イル GE) 編集 GE) 表示 9 FM ド NB) サル DB AB 
| 新規 TE5XX 財 ) K 


ス 
-O0S 逢 人 み トッ 3 (Mo) 
-OS イマ ル ドラ c) 
その 他 


[ 届 本 MO2 人 
ツー メ フ ァ イル 
回 


に sures2c_ ピロ ジェ クト へ 登録 され た ファ イル 
ーー 押入 - ド 人 角 
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G-OS タス ク 終 了 型 ス ナル トン サン プル 


/ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 玉 玉 米 玉 米 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉水 玉 玉 米 玉 ※ 
* Project Name : DEMO2 

* Target MPU Name : sh1/2 

* Module Name : task3.c 

玉 


玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 


*/ 


#include “gosv3.h” 
#include “gocfg3.h“ 


TASK task3.c(void) 

{ 
/* 
* ここ に ユー ザ プ ロ グラ ム を 記述 し て くだ さい 
*/ 


/* Task Exit */ 
exe_tsk () : 
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G-OS タス ク 永 久 型 ス ナル トン サン プル 


4 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 
* Project Name : DEMO2 

* Target MPU Name : sh1/2 

* Module Name : task4.c 

氷 

玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 


*/ 


#include “gosv3.h“ 
#include “gocfg3.h“ 


TASK task4.c(void) 
{ 
for (ii) 
{ 
/* 
* ここ に ユー ザ プ ロ グラ ム を 記述 し て くだ さい 
*/ 
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G-OS 割り 込み ハン ドラ ・ ス ケル トン サン プル 


/ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 玉 玉 米 玉 米 玉 玉 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 水玉 玉 玉 玉 
* Project Name : DEMO2 

* Target MPU Name : sh1/2 

* Module Name : task5.c 

素 

玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 


*/ 


#include “gosv3.h" 
#include “gocfg3.h“ 


INTHDR task5.c(void) 
{ 
ent_int(): 
/* 
* ここ に ユー ザ プ ロ グラ ム を 記述 し て くだ さい 
*/ 


/* Interrupt Return */ 
ret_int(): 
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G-OS タイ マハ ンド ラ ・ ス ケル トン サン プル 


/ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 米 玉 米 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 水玉 玉 玉 玉 ※ 
* Project Name : DEMO2 

* Target MPU Name : sh1/2 

* Module Name : task6.c 

素 

玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 


*/ 


#include “gosv3.h" 
#include “gocfg3.h“ 


TMRHDR task6. c(void) 

{ 
/* 
* ここ に ユー ザ プ ロ グラ ム を 記述 し て くだ さい 
*/ 


/* Timer Return */ 
ret_tmr() : 
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ファ イル の 登録 


く ソ ー ス ファ イル > 

作成 済み の ソー ス フ ァ イル を プロ ジェ クト へ 登録 する 方 法 で す 。 

メニ ュー か ら 「 フ ァイル 」->「 プ ロジ ェクト へ ファ イル を 登録 」 を 選択 し て 「 フ ァイル の 登 
録 」 ダ イア ログ を 表示 し ます 。 

登録 し た い ソ ー ス ファ イル を ファ イル 名 一 覧 か ら 選 択 (複数 可 ) し 、「 挿 入 先 」 で 「 ソ ー ス フ 
ァイル 」 を 指定 し て か ら 「 開 く 」 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


プロ ジェ クト ビュ ー の 「 フ ァイル 」 タ ブ -> 「 ソ ー ス ファ イル 」 を 右 ク リッ ク ->「 プ ロジ ェ ク 
ト へ ファ イル を 登録 」 を 選択 し て 、「 フ ァイル の 登録 」 ダ イア ログ を 表示 させ る 方 法 も あり ま 
す 。 


メモ : プロ ジェ クト へ 登録 され て いな い フ ァイル は ビル ド す る こと は で きま せん の で 、 必 ず プ 
ロジ ェクト へ 登録 し て くだ さい 。 


| GenerePurpose Cross Software XASS-V。 | [アイル の 登録 。)。 
| ア 化 E) 編集 GE) 表示 EMF) み -MD AM2D 間 SD 
上 | 新規 作成 (N).。 CtrN ファ イル ⑦⑰ 場 所 HI [ 記 | Demo2 

開く ⑩). CtrtO 1 

ワウ デ 7j) 衝 11 Ext 

ワ 出 アト な 月 人 9 

EZDHE 


の FEnS 計 StFSihiGgHl 記 CH 
OHUIIMIIDOUGS7a り 5 記 放 SIDBGGl 1 記 HD 


フ hy 外 の 保 條 CV)。 | メニ ュー か ちら ファ イル を 登録 
、。 フ m: 外 を 義 じ る 上) DEMO2pdb 


Jh シ エト AA ァイル を 登録 衝 ) 


72 な 引か が ら 削除 (D).. 


Subc* ”Bpslave.c" 
IN トーイ ル tc *cpp 


| ファ イル ビュ ー か らち 登録 


イ 外 - ド カ 化 1 
ファ イル 新た に ブロ ジェ クト へ 登録 | 
その 地 され た リソース ファ イル | 


四 絢 わ a フ ァ 人 
田 克 その 他 
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登録 で きる ファ イル は 下記 ソー ス フ ァ イル で す 。 
ファ イル の 拡張 子 で プロ グラ ム の 種類 (マク ロ 、 ア セン ブラ ) を 自動 認識 し ます 。 


・C ソ ー ス ファ イル .c .h 

・ じ サキ ソー ス フ ァ イル .CDD .CC .CXX 

・ マ クロ ソー ス フ ァ イル . xms 

・ ア セン ブラ ソー ス フ ァ イル .xas 又は 上 記 以 外 の 拡張 子 の ファ イル 


< く ユ ー ザ ファ イル > 
ユー ザ 任 意 の ファ イル も 登録 で きま す 。 


メニ ュー か ら 「 フ ァイル 」->「 プ ロジ ェクト へ ファ イル を 登録 」 を 選択 し て 「 フ ァイル の 登 
録 」 ダ イア ログ を 表示 し ます 。 

登録 し た い フ ァイル を ファ イル 名 一 覧 か ら 選 択 (複数 可 ) し 、「 挿 入 先 」 で 「 ユ ー ザ ファ イ 
ル 」 を 指定 し て か ら (「 説 明 」 に コメ ント を 記述 する こと も 可能 で す ) 「 開 く 」 ボ タン を クリ ッ 
ク し て くだ さい 。 


プロ ジェ クト ビュ ー の 「 フ ァイル 」 タ ブ ->「 ユ ー ザ ファ イル 」 を 右 ク リッ ク ->「 プ ロジ ェ ク 
ト へ ファ イル を 登録 」 を 選択 し て 、「 フ ァイル の 登録 」 ダ イア ログ を 表示 させ る 方 法 も あり ま 
す 。 


プロ ジェ クト ビュ ー で 登録 済み の ユー ザ フ ァ イル を 右 ク リッ ク ->「 プ ロ パ ティ 」 を 選択 し て 
コメ ント を 編集 する こと も 可能 で す 。 
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プロ ジェ クト か ら フ ァイル を 削除 


プロ ジェ クト へ 登録 済み の ソー ス フ ァ イル を プロ ジェ クト か ら 削 除 し ます 。 

メニ ュー か ら 「 フ ァイル 」->「 プ ロジ ェクト か ら 削 除 」 を 選択 し て ファ イル 削除 ダイ アロ グ 
を 表示 し ます 。 削 除 し た い ソ ー ス ファ イル を 一 覧 か ら 選 択 (複数 可 ) し 「 削 除 」 ボ タン を クリ 
ッ ク す る か 、 フ ァイル 名 を 直接 ダブ ルク リッ ク し て くだ さい 。 


プロ ジェ クト か ら フ ァイル の 削除 は 、 プ ロジ ェクト ビュ ー の 「 フ ァイル 」 タ ブ ->「 ソ ー ス フ 
ァイル 」 を 右 ク リッ ク ->「 プ ロジ ェクト か ら 削 除 」 を 選択 し て 、 フ ァイル 削除 ダイ アロ グ を 表 
示さ せる 方 法 も あり ます 。 


/ 明 Genera-Purpose Cross Software XASS-V. 


| 人 CE) 編集 表示 EMF) ウーkD AM2%B 
、 新規 作成 。 CN 


全 SM |* フロ ジェ 9 ト か ら 削 除 | 
| 『 ] 
| 還 の 新 衣 B7 

ja 


[EZpUB 
EggIFSTfihHBgl PH 
ITUIINIIUOYgF7a り 1 の 用 BjjDGBGU ICH 


hy ェ 2 ト の 存 (V). 
hy エ 外 を 開 じ る (K) DEMO2pdb 


2m ジ 9 ト A フ ァイル を 登録 (F). 
フジ ェ リ ト が ら 削除 (D) 


RK 記 DE 重層 コ ェ イル 


ら 9 


文字 コー ド の 扱い 


SJIS、JIS、EUC に 対応 し て いま す 。 
ファ イル オー プン 時 、 自 動 で 認識 し ます 。 


開く : 

「 フ ァイル 」->「 開 く 」 メ ニュ ー 実 行 時 は 、 
表示 され る 「 フ ァイル を 開く 」 ダ イア ログ に より 、 指 定 し た 文字 ユー ド で ファ イル を 開く こと 
が で きま す 。 


ステ ー タ スバ ー に は 、 
入力 時 の (自動 認識 また は 手動 指定 され た ) 文字 コー ド と (自動 認識 され た ) 改行 コー ド が 表 
示さ れ ま す 。 


上 書き 保存 : 

「 フ ァイル 」->「 上 書き 保存 」 メニュー 実行 時 は 、 
入力 時 の (自動 認識 また は 手動 指定 され た ) 文字 コー ド と (自動 認識 され た ) 改行 コー ド を 使 
用 し ます 。 


名 前 を 付け て 保存 : 
「 フ ァイル 」->「 名 前 を 付け て 保存 」 メニュー 実行 時 は 、 
表示 され る 「 名 前 を 付け て 保存 」 ダ イア ログ に より 、 文 字 コ ユー ド と 改行 コー ド を 指定 する こと 
が で きま す 。 
S 
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エディ タ 
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基本 操作 


カー ソル の 移動 


カー ソル の 移動 は カー ソル 移動 キー を 使っ て くだ さい 。 そ の ほか に は 以下 の よう な 操作 で カ 
ー ソ ル 移 動 す る こと が で きま す 。 


キー カー ソル の 動作 


Home カー ソル を 行頭 に 移動 する 
End カー ソル を 行末 に 移動 する 
PageUp, ROLLDOWN 前 の ペー ジ に 移動 する 
PageDown, ROLLUP 次 の ペー ジ に 移動 する 


Ctrl-Home ファ イル の 先頭 に 移動 する 

Ctrl-Bnd ファ イル の 最後 に 移動 する 

カー ソル を 次 の ライ ン に 移動 する 

MD カー ソル を 前 の ライ ン に 移動 する 

カー ソル を 1 文字 左 に 移動 する 

3 カー ソル を 1 文字 右 に 移動 する 

Ctrl+ を カー ソル を 1 語句 左 に 移動 する 

Ctrl+ っ カー ソル を 1 語句 右 に 移動 する 

Tab カー ソル を TAB の 文字 数 分 右 に 移動 する 
Shift + Tab カー ソル を TAB の 文字 数 分 左 に 移動 する 


さら に 、5hift キー を 押さ えな が ら こ れ ら の キー を 押す と 、 現 在 の 位置 か ら 移動 先 の 位置 ま 
で を 範囲 選択 し ます 。 例 えば 、 現 在 位置 か ら 行 の 最後 まで を 削除 し た い 場 合 は Shift+End 範囲 
選択 し て Del キー で 削除 し て くだ さい 。 
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文字 の 入力 


文字 の 入力 は 、 普 通 に 文字 の キー を 押し て くだ さい 。「 挿 入 モ ー ド 」 と 「 上 書き モー ド 」 が あ 
り 、 モ ー ド に よっ て 動作 が 違っ て きま す 。 


Insert キー を 押す と 、 挿 入 モ ー ド と 上 書き モー ド が 切り 替わり ます 。 


挿入 モー ド の 場合 は 、 入 力 し た 文字 は 現在 の 文字 カー ソ の 位置 に 「 挿 入 」 され 、 上 書き モー 
ド の 場合 は すでに 書か れ て いる 文字 の 上 に 上 書き され ます 。 


入力 し た 文字 を 1 文字 づつ 削除 する 場合 は 、Backspace キー また は Del キー を 使い ます 。 
Backspace キー だ と カー ソル の 左側 に ある ひと 文字 が 削除 され 、Del キー だ と カー ソル 位置 の 文 
字 が 削除 され ます 。 


まとめ て 削除 する 場合 は 、 範 囲 選 択 と の 組み 合わ せ を 使い ます 。 
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男 囲 選択 


文字 を まとめ て 編集 し た り ク リッ プ ボ ー ド に コピ ー す る た め に は 、 目 的 の 文字 列 を 範囲 選択 
する 必要 が あり ます 。 


範囲 選択 する 方 法 は 、 一 般 的 な Windows アプ リケーション と 同じ で す 。5Shift エ カー ソル 移動 
する 方 法 と 、 マ ウス で ドラ ッ グ する 方 法 が あり ます 。 


キー ボー ド で 範囲 選択 する に は 、 選 択 し た い 範 囲 の 先頭 また は 最後 に カー ソル 移動 し て か 
ら 、 も う 片 方 まで の 位置 まで Shift キー を 押さ えな が ら カ ー ソ ル 移 動 し ます 。 


Shift キー を 押さ えな が ら 、HoOme、End、Ctrl 十 Home、Ctrl 十 End な どの カー ソル 移動 コマ ン 
ド を 使う こと も で きま す 。 例 えば , 現在 位置 か ら 行 未 まで を 範囲 選択 する に は 5hift 十 End を 入 
力 し ます 。 


マウ ス で 範 囲 選択 する 場合 、Shift 十 左 ボ タン で 現在 の カー ソル 位置 か ら マ ウス カー ソル の 位 
置 ま で を 一 気 に 選 択 する こと も で きま す 。 


すべ て を 選択 し た い 場合 は 「 す べ て を 選択 」 コ マン ド で 一 気 に 選択 で きま す 。 
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[ 邊 形 範 囲 の 選択 ] 
特殊 な 選択 と し て 、ALT キー を 押さ えな が ら マ ウス で ドラ ッ グ する と 選択 範囲 を 息 形 で 囲 
み 、 文 字 を 編集 し た り ク リッ プ ボ ー ド に コピ ー を する こと が で きま す 。 


人 Genera-Purpose Cross Software XASS-V. -- [Decade.c] 
| コカ イル CE) 編集 G) 表示 @D FM ド BD ツール CD ウト DD AL2B 
I ロ ほ 回 |% 晶 鳥 租 6M2I 交 引水 称 光 皿 を 


| ] |/ キ ネネ ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポ 玉 玉 ※ ポ ポポ 


- 陣 Ndemo コ 化 C 
日 y I 沖 | ヅ ー ヌメ フ ィ イ 此 玉 ポポ ポポ ポポ ネネ ネネ 欄 培 語 吉 計 


ー| 還 Maketreec 
ーー 回 Mkslowc 


- 克 ルド 2 ァ 化 
還 - 昌 わ %a ツ ファ イル 
田 その 他 


huf_decode_start (method): 
) = 0U: 


直 形 で 選択 
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便利 な 機能 
画面 の 分 害 


大 き な フ ァイル を 編集 する と き な ど 、 フ ァイル の 前 半 部 分 を 参照 し な が ら 後 半 部 分 を 編集 す 
る 場合 が あり ます 。 こ の よう な と き は 、 1 つの 画面 を 分 割 (2 、 又 は 4 分 割 ) し て 編集 する こ 
が で きま すず す 。 


メニ ュー の 「 ウ ィ ン ン ドウ 」->「 分 割 」 を 選択 する 方 法 と 、 編 集 画面 の 右側 上 、 左 側 下 の ツ 
マミ を 移動 する 方 法 が あり ます 。 


ウッ トド 90 の AM 届 


重ね て 表示 (G) Se 
た CX て 表示 ⑪ 日 衝 入 ア 
。 上 下 に 並べ て 表示 (%) 


Hinclude “comdef.h" 
include “bpslave.h1 
Hinclude timer.h" 


Hinclude "| 
Hinclude bpslaye.h 
Hinclude timer.h 


include _comdef.h 
Hinclude "bpslaye.h 
Hinclude timer.h" 


include _comdef.h' 
Hinclude “bpslave.h 
Hinclude timer.h" 


時 Bpc 。 。 。 。 。 。 問 因 因 ) 
linclude _comdef . 稼 | 下方 ヘ ツ マミ を 移動 する 
『include bpslave.h 
Hinclude timer.h" 


#def ine BUFLEN 0x800 /* send/receive buffer length 
#def ine ENQ Ox05 
#def ine [LE Ox10 

WlHdesfine USERABORT 0x1d 


に ュ 。 ト ll I 員 


” 右 ヘ へ ウマ ミ を 移動 する 


36 


ジッ ツク マー ク 
ソー ス ファ イル の 特定 の 行 を 頻繁 に 参照 する 場合 は 、 ブ ッ ク マ ー ク を 設定 し て お く と 便利 で 
す 。 ブ ッ ク マ ー ク を 設定 する と 、 シ ョ ー ト カッ ト キー を 使っ て 特定 行 に すぐ に ジャ ンプ で きま 


す 。 ブ ッ ク マ ー ク は 、 必 要 が な く な れ ば 解除 で きま す 。 


番号 付き ブッ クマ ー ク と 番号 の な い ブ ッ ク マ ー ク の 両方 を 使用 で きま す 。 番号 付き ブッ クマ 
ー ク は 、 シ ョ トカ ッ ト キ ー を 使っ て 特定 の 位置 に ジウ ャ ンプ する こと が で きま す 。 


番号 の な い ブ ッ ク マ ー ク は 、 シ ョ ー ト カッ トキ ー を 使っ て 、 連 続 し て 番号 の な い ブ ッ ク マ ー 
ク グ に ジャ ング する さと が で きま す 、 
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[番号 付き ブッ クマ ー ク ] 

編集 画面 の 「 番 号 付 き ブ ッ ク マ ー ク 」 を 付け た い 行 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を クリ ッ ク し て ポ 
ッ プ アッ プ メ ニュ ー を 表示 し 、「 ブ ッ ク マ ー ク の 設定 」 を 選択 、 ブ ッ ク マ ー ク の 番号 (1 て 9) 
を 選択 し て 「 番 号 付 き ブ ッ ク マ ー ク 」 を 設定 し て くだ さい 。 


「 番 号 付 き ブ ッ ク マ ー ク 」 へ ジャ ンプ する 場合 は 、 Ctrl+ 番 号 キー で ジャ ンプ する こと が で 
きき ます 。 


「 番 号 付き ブッ クマ ー ク 」 の 解除 は 、 解 除 し た い ブ ッ ク マ ー ク の 行 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を 
クリ ッ ク し て ポッ プア ッ プ メニ ュー を 表示 し 、「 ブ ッ ク マ ー ク の 解除 」 を 選択 し て くだ さい 。 


/* global, set in io.c */ 
/* global */ 


uchar buffer[DICSIZ]: 
56 lstatic uchar headerl255]: 


Et 議 較 |「 
59 |static ch 駐 語 用 


検索 (F). 
61 SNaMIG ui ce 置換 (R。 ulong b) /* [000a +[bZ2]) / - 


. 


る ty 2 
プ h の ラム 検 査 〇 
2 
ファ ヵ 家 検索 ①. ビ 計 
|y 行 番号 を 表示 人 ③ 
CU 

ぶ 

3 

② 

ED 

あ 
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[番号 の な いい ブックマーク] 

編集 画面 の 「 番 号 の な い ブ ッ ク マ ー ク 」 を 付け た い 行 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を クリ ッ ク し て 
ポッ プア ッ プ メニ ュー を 表示 し 、「 ブ ッ ク マ ー ク の 設定 」 を 選択 、 〇 を 選択 し て 「 番 号 の な い ブ 
ッ ツ マー ク ]」 を 設定 し て くだ さい 。 


「 番 号 の な いい ブックマーク 」 へ ジャ ンプ する 場合 は 、 『2 キー で 次 々 と ジャ ンプ する こと が 
で きま す 。 


「 番 号 の な いい ブックマーク 」 の 解除 は 、 解 除 し た い ブ ッ ク マ ー ク の 行 で 、 マ ウス の 右 ボ タン 
を クリ ッ ク し て ポッ プア ッ プ メニ ュー を 表示 し 、「 ク リア 」 を 選択 し て くだ さい 。 


に コ 中 rc 


52|int unpackable: /* global, set in io.c * 
53 lulong compsize, origsizei /* global */ 


55 lstatic uchar buffer[DICSIZ]: 

56 lstatic uchar header[255]: 

57 static uchar headersize, headersum: 
58 lstatic | 生 =f 有 ) 


59 lstat ic BE > 
60 四 BE 旧 ( 


5] SAS 全 検索 a, ulong b) /* [000a + [bZ2]) / ー 


置換 と 
ーー ン ノ 


全て 多 了 
る が 2 7 
が う は 検査 〇 
人 化 検索. 了 
| ソン 行 番号 を 表示 ③ 
④ 
避 
怠 
の 
に 
に ) 
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[ブッ クマ ー ク の 一 括 解除 ] 

ブッ クマ ー ク の 設定 され て いな い 行 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を クリ ッ ク し て ポッ プア ッ プ メニ 
ュー を 表示 し 、「 全 て クリ ア 」 を 選択 し て くだ さい 。 編集 画面 中 の 全て の ブッ クマ ー ク を 解除 
すのこ と が で きま す 。 


メモ 、 プ ロジ ェクト へ 登録 され た ファ イル に 対し て は 、 フ ァイル を 閉じ て も ブッ クマ ー ク は 保 
存 さ れ 、 次 回 開い た と き 再 び 表 示さ れ ま す 。 プ ロジ ェクト へ 登録 され て いな い フ ァイル は 、 フ 
ァイル を 閉じ る と ブッ クマ ー ク は 解除 され ます 。 
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行 番号 


エディ タ 画 面 の 左側 に 行 番号 を 表示 する こと が で きま す 。 


メニ ュー か ら 「 ツ ー ル 」->「 カ スタ マイ ズ 」->「 エ ディ タ 」 を 選択 し ます 。 
「 行 番号 を 表示 する 」 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 


編集 画面 で マウ ス の 右 ボ タン を クリ ッ ク し て ポッ プア 


ます 。 


[ 行 位置 へ の ジャ ンプ ] 


編集 画面 の 表示 位置 か ら 、 任 意 の 行 位置 へ 人 や ジャ ンプ する こと が で きま す 。 


1 HHinclude “comdef .h7 
2 Hinclude bpslaye.h" 
2 #include timer.h" 


lefie BUFLEN Ox800 
define E EN 0x05 


/* send/receive buffer 


マウ ス 右 本 タン を クリ ッ ク 、 ジャ ンプ 先行 番号 を 入力 


9 da 1 レー ピピ ビレ ビリ vm の LU0 い 1 へ 1 4 


9HWdefine NULL 0 


25 lpublic unsigned char 
26 lpublic unsigned char 
2Z/ lpublic umsigned char 
28 lpublic unsigned char 
29 static unsigned int 
UE nSlgned_sSho 


31 lstatic char 
32 


33 |unsigned short rs_data 


*my_sdbuf : 
*my_sdbufend: 
*send_wptr: 
*send_rptr: 
my_bufsize: 


system_ 


= Ux30: 


ッ プ メニ ュー か ら 選 択 す る こと も で き 
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リン ク パ ラメ ー タ ファ イル の 編集 で は 、 リ ンク パラ メー タ 中 の ライ ブラ リ の 指定 
(/Syslib=xxx、/Userlib=xxx) を 、 挿 入 す る こと が で きま す 。 


DEMO2 フッ イル 請 DEMO2.xls 
『a 
ゾー メカ ファ イル 9 


4 1/NamehEMO2 .xlo 

5 1/Module=Bp lus.xao 

6 |/Module=Bp.xao 

了 7|/Module=Sub.xao 

と 8 |/Module=Bps lave.xao 


国 IDEMO2xis Cik-y パラ た 5 9 /ModuleHandlerr.xao 回 
0 |/ModuleBppacket .xao _ ポップ アップ メニ ュー を 表示 


ド 


ライ フラ リ の 登録 


ウィーク な 全て 
ファ 人 L 検 索 ⑪.. 
・ 行 番号 を 表示 
うり を 一 括 登 録 


ぅ う 1 フ ラリ を 選択 し て 登録 


ライ ブラ リ を 選択 


アイ 名 [| | 議 RO _] 
ファ イル の ⑪ 種 類 ): 7 わ う (txlb) 引 旨 セ ル 


ライ ブラ リ 形 式 0 む ) 


スラ イラ リ CSyslib=xxxx.Stab) 


本 DEMO2.xls 回 回 因 
2 1/comm = 1000 
3 


引 1/NameDEMO2.xlo 
51/Module=Bp lus.xao 
6 |/Module=Bp.xao 

了 |/Module=Sub.xao 

9 |/ModuleBpslave.xao リン ク バ ラメ ー タ ファ イル 中 に 
91/Module=Handlerr.xao 選択 し た ライ ブラ リ を 登録 
10 |/Module=Bppacket .xao 


11 
12 1/Syslib=E:\XASSVHL TBYSH7000\SH1 CSSHT1. 旬 B 
13 
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タブ 設 


タブ 文字 に 関係 する 設定 を 行え ます 。 
メニ ュー か ら 「 ツ ー ル 」->「 カ スタ マイ ズ 」->「 エ ディ タ 」 を 選択 し て くだ さい 。 


[タブ の 文字 数 ] 
1 つの タブ 文字 に 等 し い ス ペー ス 文 字数 を 指定 し ます 。 


[タブ を スペ ー ス に 変換 する ] 

タブ 文字 を 、 相 当 す る スペ ー ス 文字 に 変換 する こと が で きま す 。 
変換 タイ ミン グ は 以下 の 中 か ら 指 定 し ます 。 

・ フ ァイル オー プン 時 

・ タ ブ キ ー 入 力 時 

・ フ ァイル 保存 時 


メモ : 


ファ イル オー プン 時 の スペ ー ス へ の 変換 操作 は 、 フ ァイル へ の 変更 と は みな し ませ ん 
(エディ タ で ファ イル を 変更 せ ず に 閉じ て も 保存 する か どう か の 問い 合わ せ は 行い ませ ん )。 
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PE 


任意 の キー ワー ド の セッ ト (カテ ゴリ ) を 登録 し 、 カ テ ゴ リ 単位 に キー ワー ド を カラ ー 表 示 
する こと が で きま す 。 
メニ ュー か ら 「 ツ ー ル 」->「 カ スタ マイ ズ 」->「 書 式 」 を 選択 し て くだ さい 。 


エラ ー メ ッ セ ー ジ (重大) 
エラ ー メ ッ セ ー ジ (一般 ) 


1. 「 新 規 作成 』」 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

2. 表示 され る 「 カ テ ゴ リ の 新規 作成 」 ダ イア ログ で カテ ゴリ 名 を 入力 し 、「O0K」 ボ タン を 
グリ ッ ク し ます 。 

3. 「 文 字 の 色 」 コ ン ボ ボッ クス で 任意 の 色 を 選択 し ます 。 

4. 「 追 加 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 

5. 表示 され る 「 キ ー ワ ー ド の 追加 」 ダ イア ログ で キー ワー ド を 入力 し 、「0K」 ボ タン を ク 
リッ ク し ます 

(この 手順 を 繰り 返す こと に より 、 キ ー ワ ー ド を 複数 追加 で きま す )。 
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[新規 作成 ] 
カテ ゴリ を 追加 し ます 。 最 大 1 61 


[名 前 の 変更 ] 


園 まで 登録 で きま す 。 


「 カ テ ゴ リ 」 リ スト ボッ クス で 現在 選択 中 の カテ ゴリ の 名 前 を 変更 し ます 。 


[削除 ] 


「 カ テ ゴ リ 」 リ スト ボッ クス で 現在 選択 中 の カテ ゴリ を 削除 し ます 。 


[イン ポー ト ] 
既存 の キー ワー ド フ ァイル (下記 ) 


[保存 先 ] 


を 読み 込ん で 、 現 在 の 設定 を 上 書き し ます 。 


キー ワー ド フ ァイル (下記 ) の 保存 先 を 指定 し ます 。 


[ファ イル 名 を プロ ジェ クト に 保存 ] 


チェ ッ ク す る と キー ワー ド フ ァイル 名 は プロ ジェ クト ファ イル [L. pdb] に 保存 され ます 。 
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[キー ワー ド フ ァイル に つい て ] 


登録 し た キー ワー ド は 、1 つの テキ スト ファ イル で 管理 され ます 。 こ れ を 「 キ ー ワ ー ド ファ 
イル 」 と 呼び ます 。 

キー ワー ド フ ァイル は 、 フ レー ム ワ ー ク 以外 で 作成 し た 物 を 「 イ ン ポ ー ト 」 で 読み 込む こと 
5G き ます 。 


【 キ ー ワ ー ド ファ イル の 例 】 


[11 

NAME= ユ ー ザ 定義 1 
COLOR=255, 0, 255 
KEY1=user11 
KEY2=user12 
KEY3=user1 3 


[2] 

NAME= ユ ー ザ 定義 2 
COLOR=0, 255, 255 
KEY1=user21 
KEY2=user22 
KEY3=user23 


キー ワー ド フ ァイル 名 は 、 デ フォ ルト で は Windows の ログ オン ユー ザ ア カ ウ ント 単位 
(Windows98 の 場合 は PC 単位 ) で 管理 され ます が 、 プ ロジ ェクト 単位 で 管理 する こと も で きま 
20 

「 フ ァイル 名 を プロ ジェ クト に 保存 」 を チェ ッ ク す る と キー ワー ド フ ァイル 名 は プロ ジェ ク 
ト フ ァイル (.pdb) に 保存 され ます 。 


メモ : 

この 場合 、 キ ー ワ ー ド ファ イル 名 の 保存 タイ ミン グ も プロ ジェ クト ファ イル 保存 時 と な り ま 
8 

また この 場合 、 プ ロジ ェクト を 閉じ る と き に 、 読 み 込 ん だ キー ワー ド は クリ ア さ れ ま す 。 


キー ワー ド フ ァイル の 読み 込み タイ ミン グ : 


プロ ジェ クト 単位 で 管理 する か どう か に より 異な り ま す 。 
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「 フ ァイル 名 を プロ ジェ クト に 保存 」 を チェ ッ ク し な い 場 合 : 
フレ ー ム ワー ク 起 動 時 


「 フ ァイル 名 を プロ ジェ クト に 保存 」 を チェ ッ ク し た 場合 : 


プロ ジェ クト ファ イル 読み 込み 時 


キー ワー ド フ ァイル の 保存 タイ ミン グ : 


「 カ スタ マイ ズ 」 ダ イア ログ で キー ワー ド の 編集 操作 を 行っ た 後 、「OK」 また は 「 適 用 」 を クリ 
ッ ク す る と キー ワー ド フ ァイル は 保存 され ます 。 


メモ : ユー ザキ ー ワ ー ド に 変更 が あっ た か どう か は 「 フ ァイル 名 を プロ ジェ クト に 保存 」 の 下 
に 表示 され ます 。 


た だ し 、 キ ー ワ ー ド の 編集 操作 を 行わ な が か っ た 場合 で も 「 保 存 先 」 で 指定 し た ファ イル が 存 


在 し な いと き は 
「0K」 ま た は 「 適 用 』 を クリ ッ ク す る と キー ワー ド フ ァイル は 保存 され ます 。 
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外部 エディ タ 
フレ ー ム ワー ク で 使用 する エディ タ の 代わ り に 市 販 エ ディ タ を 使用 する こと が で きま す 。 
[使用 する エディ タ の 設定 ] 


メニ ュー か ら 「 ツ ー ル 」->「 カ スタ マイ ズ 」->「 エ ディ タ 」 を 選択 し て くだ さい 。 
使用 する エディ タ を 設定 で きま す 。 起動 コマ ンド の 仕様 に 合わ せ て 設定 し ます 。 


2 er 下 還 還 


_ | 
誠 %Line 上 File 


設定 項目 : 
・ 使 用 する エディ タ の 実行 ファ イル 名 
・ コ マン ドラ イン 引数 


引数 に は 「 フ ァイル 名 を 示す 識別 子 」「 行 番号 を 示す 識別 子 」 を 指定 する 必要 が あり ます 。 
・%File:「 フ ァイル 名 を 示す 識別 子 」 
・%Line:「 行 番号 を 示す 識別 子 」 
【 引 数 設定 例 】 
File -a -b -c %Line 
[エディ タ を 起動 する アク ショ ン ] 


外部 エディ タ を 有効 に する と 、 す べ て の ファ イル オー プン 動作 で 外部 エディ タ を 起動 し ま 
す 。 
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【 例 】 
・ プ ロジ ェクト ビュ ー で ファ イル 名 を ダブ ルク リッ ク 
・ ア ウト プッ トビ ュー で メッ セー ジ を ダブ ルク リッ ク (ビル ド エ ラ ー、 フ ァイル 検索 ) 
・ メ ニュ ー か ら 「 フ ァイル を 開く 」 
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検索 


検索 と 苫 換 


く 検 索 > 
メニ ュー か ら 「 編 集 」->「 検 索 」 を 選択 し て 、「 検 索 」 ダ イア ログ を 表示 し ます 。 


検索 オプ ショ ン を 指定 し て か ら 「 次 を 検索 」 ボ タン を 押す と 、 
検索 に ヒッ ト し た 文字 列 が カラ ー 表 示さ れ ま す 。 


メモ : 
エディ タ で 文字 列 を 選択 し た 状態 で 「 検 索 」 ダ イア ログ を 開く と 、 そ の 文字 列 が 検索 文字 列 
と し て 初期 設定 され ます 。 
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検索 関連 の コマ ンド に は 以下 の よう な も の が あり ます 。 


用 samnle - GO コレ ー ム ロー カ 


1Z ョ 


df 
rd 
前 (la 前 


ff 


「 編 集 パ バー」 か ら も 実行 で きま す 。 


[前 を 検索 ] 
現在 検索 中 の 検索 文字 列 で 上 方 向 に 続け て 検索 し ます 。 
検索 文字 列 が 設定 され て いな い 場 合 は 「 検 索 」 ダ イア ログ が 表示 され ます 。 


[次 を 検索 ] 
現在 検索 中 の 検索 文字 列 で 下方 向 に 続け て 検索 し ます 。 
検索 文字 列 が 設定 され て いな い 場 合 は 「 検 索 」 ダ イア ログ が 表示 され ます 。 


[検索 文字 列 の カラ ー 表 示 ] 

検索 に ヒッ ト し た 文字 列 が カラ ー 表 示さ れ て いる と き 有 効 に な り ま す 。 

OFF に する こと に より カラ ー 表 示 を 一 時 的 に 無効 に する こと が で きま す 。 

カラ ー 表 示 を 無効 に し て も 検索 文字 列 は 保持 され た まま な の で [前 を 検索 ]、 [次 を 検索 ] で 
続け て 検索 が 可能 で す 。 
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カラ ー 表 示 の 色 は 「 カ スタ マイ ズ 」 ダ イア ログ で 変更 で きま す 。 
メニ ュー か ら 「 ツ ー ル 」->「 カ スタ マイ ズ 」->「 書 式 」 を 選択 し て くだ さい 。 


[タブ 文字 、 改 行文 字 の 検索 ] 


タブ 文字 お よび 改行 文字 も 検索 で きま す 。 タ ブ 文 字 と 改行 文字 は エス ケー プシ ー ケ ンス で 指 
定 し ます 。 
以下 の エス ケー プシ ー ケ ンス が 使用 で きま す 。 
・ タ ブ 文 字 昨 
・ 改 行文 字 条 
円 記号 き ) 自 体 尾 
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ID ギ twinrld\nh 


< 置換 > 
メニ ュー か ら 「 編 集 」->「 置 換 」 を 選択 し て 、「 置 換 」 ダ イア ログ を 表示 し ます 。 


53 


置換 オプ ショ ン を 指定 し て か ら 「 置 換 」 ボ タ ・ 
置換 」 ボタ ン を 押す と 、 検 索 に ヒッ ト し た 文字 列 が 置換 さ 
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ファ イル か ら 検 索 


ファ イル か ら 任 意 の 文字 列 を 検索 する 機能 で す 。 メ ニュ ー か ら 「 編 集 」->「 フ ァイル か ら 検 
索 」 を 選択 し て 、 検 索 ダ イア ログ を 表示 し ます 。「 検 索 文字 列 」、「 検 索 対象 と な る ファ イル の 種 
類 」、 「 検 索 デ ィ レ クト リ 」、「 サ ブ デ ィ レ クト リ も 探す 」 を 設定 し て くだ さい 。「 検 索 結果 は 
アウ ト プ ッ トビ ュー へ 表示 され ます 。 


検索 結果 を ダブ ルク リッ ク す る と 、 フ ァイル を 表示 し て 検索 文字 位置 に 矢印 を 表示 し ます 。 


人 RB CO に MD 検索 地 KCy に に = = や ※ ョ 


5 Ne2igke2 


月 中 謗 Ei が 7 人 の 種類 () |*c:*cPp:tcxxkcc:h 
ョ | 思 記 (@ 本 記 7 デ ィ 2 ト MOD): 
BHA 語 妥 ET) 登録 | 


赴 換 姫 7 
フィ イル 検 索 ①⑪. Ctrh1I Z | 議論 失 失 泊 


eid620 誠 の 2 


[Xigkag 


天 C: .C IZU)・ elISe "  _ _ マウス で ダ ブ ルク リッ ク 
s ト #else 
78): else /* not macintosh *, 


表 回 因 


: 玉 BitsPerByte + ー 


エディ タ を 開き 
検索 支 字 位置 を 表示 


ア /※* 
* 中 this point we haye determined that th 記 
204 * know about the quoting mask. 「herefore, ー 


IIIS ト ーー へ いい ヘビ 圭 Po Ei Wi ュー 寺 こす oz W こ S = つ 1 リ 員 
ま 用 


55 


56 


ビル ド 関 連 


設定 方 法 


概要 


フレ ー ム ワー ク 配 下 で 動作 する 各 ツ ー ル の 起動 オプ ショ ン の 設定 を 行い ます 。 メ ニュ ー か ら 


「 ビ ルド 」->「 設 定 」 を 選択 し て 設定 プロ パテ ィ を 表示 し て くだ さい 。 


| メ GBhera に Purpose Cross Softeware XASS-V_ 


22 記 上 @ ika 半 


gpi2 の AMI) 
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[選択 の 対象 ] 
起動 オプ ショ ン 設 定 の 対象 を 選択 する た め の ビ ュー で す 。 こ の ビュ ー で 選択 され た 対象 に 対 
し て 、 右 側 の 設定 タブ ④ で 起動 オプ ショ ン を 設定 し て くだ さい 。 


① は 、 起 動 オ プシ ョ ン 設 定 の 対象 が 、 全 て の ソー ス フ ァ イル に な り ま す 。( プ ロジ ェクト へ 
登録 され て いな い ソ ー ス ファ イル も 含ま れ ま す ) 

⑨② は 、 プ ロジ ェクト へ 登録 され た 個々 の ソー ス フ ァ イル 単位 に 、 起 動 オ プシ ョ ン を 設定 する 
場合 、 選 択 し て くだ さい 。 

は 、 プ ロジ ェクト へ 登録 され て いな い ソ ー ス ファ イル を 、 ス ポッ トコ ン パ イル する と き の 
起動 オプ ショ ン を 設定 する 場合 、 選 択 し て くだ さい 。 


[設定 タブ ] 
④ は 、 フ レー ム ワ ー ク 配下 で 動作 する 各 ツ ー ル に 対し て 、 そ れ ぞ れ 起 動 オ プシ ョ ン を 設定 す 
る た め の プ ロ パ ティ シー ト で す 。 


[プロ パテ ィ シ ー ト の 種類 と 設定 内 容 ] 


・ 全 般 ビル ド に 関す る 全般 的 内 容 

コッ バイル ・・・ XXCC-V、XCC++ の 起動 オプ ショ ン 

* 了 アセ モッ プル ・・・ XASS-V の 起動 オプ ショ ン と 、 拡 張 オ プシ ョ ン 

・ リ ンク ・・・ 。XLNK-V の 起動 オプ ショ ン と 、 リ ンク パラ メー タフ ァイル 

・HEX ファ イル ・・・ XOUT-V の 起動 オプ ショ ン と 、 拡 張 オ プシ ョ ン 

きき セー ツ ョ ッ ・・・ XDEB-V、XDBX-V 等 の 起動 オプ ショ ン と 、 ス ター ト ア ッ 
プッ マン ドジ ファ イル 

・1CE デバッグ ・・・ XDDI-V の 起動 オプ ショ ン と 、 ス ター ト ア ッ プ ・ コ マン ド 
ファ イル 

・ タ ー ゲ ッ ト デ バッ グ ・・・ XTRX-V の 起動 オプ ショ ン と 、 ス ター ト ア ッ プ ・ コ マン ド 
ファ イル 

・ 構 造 仕 様 書 ・・・ XSTR-REV 関連 の 各種 情報 


メモ 、 設 定 不要 、 又 は イン スト ー ル され て いな い ツ ー ル の プロ パテ ィ シ ー ト は 表示 され ませ 


[OK] 
設定 し た 内 容 を 確定 し 、 設 定 プ ロ パ ティ を 終了 し ます 。 
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[キャ ン セ ル ] 


設定 し た 内 容 を 無効 に し 、 設 定 プ ロ パ ティ を 終了 し ます 。 


[適用 ] 
設定 し た 内 容 を 確定 し ます が 、 
し た 設定 内 容 は 、「 キ ャ ン セ ル 」 


設定 プロ パテ ィ は 終了 し ませ ん 。「 適 用 」 に よっ て 一 度 確定 
し て も 無効 に な り ま せん 。 
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プロ ジェ クト 全体 に 対す る 設定 


プロ ジェ クト へ 登録 され て いる 全て の ソー ス フ ァ イル の ビル ド に 関す る 設定 を 行う と き 選 択 
し て くだ さい 。 


回 Bpslayec 
引 Handlerrc 


: 
ほ 
上 
上 
ほ 
上 
1 
ほ 
ま 


- 重 フ 2ー 外 未 登録 イル 


[操作 方 法 ] 

「 プ ロジ ェクト 全体 」 を 選択 し て くだ さい 。「 プ ロジ ェクト 全体 」 を 選択 する と 、 プ ロジ ェ ク 
ト 全体 に 対し て 設定 すべ き 「 設 定 タ ブ 」 が 表示 され ます の で 、 そ れ ぞ れ 「 設 定 タ ブ 」 を 選択 し 
て 設定 を 行っ て くだ さい 。 


上 記 例 の 場合 、 プ ロジ ェクト へ 登録 され て いる Bplus.c Bp.c Sub.c Bpslave.c Handlerr.c 
Bppacket.c 各 ソ ー ス ファ イル の コン パイ ル 及 び ア セン ブル する と き の オ プシ ョ ン や 、 リ ンカ 、 
HEX ファ イル 生成 ユー ティ リティ 、 デ バッ ガ な どの 起動 オプ ショ ン を 設定 する こと が で きま 
す 。 
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個別 ファ イル に 対す る 設定 


プロ ジェ クト へ 登録 され て いる 個別 の ソー ス フ ァ イル の ビル ド に 関す る 設定 を 行う と き 選 択 し 
て くだ さい 。 


メモ 、 通 常 は 「 プ ロジ ェクト 全体 に 対す る 設定 」 で 設定 を 行い ます が 、 一 部 の ソー ス フ ァ イル 


に 関し て コン パイ ルオ プシ ョ ン な ど を 変え た い 場 合 は 「 個 別 フ ァイル に 対す る 設定 」 を 使用 し 
に Se 本 


証 の 回 四 


人 7 ルト 


上 7 コ VG: 衣 。 <=| GO | 
レ の パグ 情報 を 出力 する ⑪) 漢字 ドド の 扱い 1 
ョ ndlerr.c ブリ 7h セ の 定義 EE 


| 便 packetc 


W フジ 動 ト 未 登録 イル 


ーー エラ テー の ゆい 壮 ) 
LNL2 マ 


L1XI 


ャ | ア by2 ル | 


誤 定 二 ゴ りり ): - 明 <| リセ 引 貞 ) | 


日 馬 2n=2 散 体 


還 漢字 コー ド の 押 い (d) 


表示 さ れる EJS ”" ” 回 


Hand ( 選 
ES m 


ーー ユエ テー の LA 間 條 か 
7 L^ ル 2 2 


半生 ー シ 0 か 


[操作 方 法 ] 

設定 を する ファ イル を 選択 し て くだ さい 。(Shift キー を 押し な が ら 連 続 し た 複数 の ファ イル 
を 選択 し た り 、Ctrl キー を 押し な が ら 任意 の ファ イル を 1 個 ず つ 選 択 す る こと も で きま す 。) 
次 に 、 そ れ ぞ れ 「 設 定 タ ブ 」 を 選択 し て 設定 を 行っ て くだ さい 。 オ プシ ョ ン が 設定 され て いる 
ファ イル 名 は bold (強調 ) 表示 され ます 。 


上 記 例 の 場合 、 プ ロジ ェクト へ 登録 され て いる Bplus.c Bp.c Sub.c 3 つの ソー ス フ ァ イル 
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に 対し て コン パイ ル 及 び ア セン ブル する と き の オ プシ ョ ン を 設定 し て いま す 。 


[個別 ファ イル 設定 の キャ ン セ ル ] 

ファ イル を 選択 し て し て くだ さい 。(Shift キー を 押し な が ら 連 続 し た 複数 の ファ イル を 選択 
し た り 、Ctrl キー を 押し な が ら 任 意 の ファ イル を 1 個 ず つ 選 択 す る こと も で きま す 。) 次 に 、 
「 マ ウス 右 ボ タン 」->「 設 定 を 解除 」 を 選択 を し て 、 個 別に 設定 され た オプ ショ ン を 解除 し て 
くだ さい 。 


個別 ファ イル に 設定 され て いる オプ ショ ン を 一 括 し て 解除 する 場合 は 、「 プ ロジ ェクト 全体 」 
を 「 マ ウス 右 ボ タン 」-「 フ ァイル 単位 の 語 ER 


ょ * 

| SI | 
へ An 

リー トー、 ニ 」 ヘー る カビ < 

1 リ り T ば ロ 


「 ポッ 


ェ ラ ー 発 生 時 ひ 
で EL ド ぞ 続 
『 Ei 次 中 


上 Bpslaye.c 
| Handlerrs 
L. 同 Bppacketc | Bppacketc 

し hi 中 未 登録 イル 9 hy 外 未 登録 ヵ イ ル 


[gw | 


| Handlerr.c 
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プロ ジェ クト 未 登録 ファ イル に 対す る 設定 


プロ ジェ クト へ 登録 され て いな い ソ ー ス ファ イル の スポ ッ ト コ ン パ イル に 関す る 設定 を 行う 
と き 選 択 し て くだ さい 。 


メモ 、 プ ロジ ェクト へ 登録 され て いな い ソ ー ス ファ イル に 対し て 、 ビ ルド や リビルド を 行う こ 
と は で きま せん 。 


ー J Bpslaye.c 
引 Handlerr.c 


[操作 方 法 ] 

「 プ ロジ ェクト 未 登録 ファ イル 」 を 選択 し て くだ さい 。「 プ ロジ ェクト 未 登録 ファ イル 」 を 選 
択 す る と 、 プ ロジ ェクト へ 登録 され て いな い ソ ー ス ファ イル に 対す る コン パイ ル 、 及 び ア セン 
ブル 時 の 「 設 定 タ ブ 」 が 表示 され ます の で 、 そ れ ぞ れ 「 設 定 タ ブ 」 を 選択 し て 設定 を 行っ て く 
だ さい 。 


メモ 、「 プ ロジ ェクト 未 登録 ファ イル 」 に 対し て 設定 し て な い 場 合 は 、「 プ ロジ ェクト 全体 」 の 
設定 が 採用 され ます 。 
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設定 プロ パテ ィ 


全般 


「 全 般 」 タ ブ の 設定 プロ パテ ィ で は 、 ビ ルド 作業 の 全般 に 関す る 設定 を 行い ます 。 


ysL-a ツ | CE が | の トチ DS が | 構造 仕様 書 | 


全般 | や mW 宙 | 7e2W | 電 | HEz 物 
ェ ラー 発生 時 の 動作 RS 

な EM ド 導 続行 する (⑩* Po 

「 FM 才 中 断 する 2 

出力 デル 9(⑥) [bi 


イード デル 2 提 語 追加 .. | 削 陸 | 


「 ゴット ドッ 導 表 志す る D 


ここ の 設定 項目 を サポ ー ト し な い 
マイ コン が あり ます 


[コマ ンド オプ ショ ン を 表示 する ] 
ここ の チェ ッ ク を し て お く と 、 ビ ルド ノリ ビル ドン スポ ッ ト コ ン パ イル の と き 実 行 する 各 ツ 


ー ル の 起動 オプ ショ ン を アウ ト プ ッ トビ ュー へ 表示 し ます 。 


[エラ ー 発 生 時 の 動作 ] 
「 ビ ルド を 続行 する 」 を 選択 する と 、 ビ ルド プリ ビル ド 中 に エラ ー が 発生 し て も ビル ド を 継 
続 し ます 。「 ビ ルド を 中 断 す る 」 を 選択 する と 、 エ ラー が 発生 し た 時 点 で ビル ド を 中 断 し ます 。 


[MPU 型 名 ] 
使用 する MPU の 型番 を 選択 し て くだ さい 。 


メモ 、 こ の 設定 項目 は SH マイ コン で の み 使 用 する こと が で きま す 。 こ の 設定 項目 が 表示 され な 
い 場 合 、MPU の 型番 指定 は 、 コ ン パ イル 又は アセ ン ブ ル 設 定 プ ロ パ ティ の 「 コ マン ド ・ オ プシ 
ョ ン 」 項目 へ 「-mpu xxxxx]」 指定 を 使用 し て 直接 設定 し て くだ さい 。 な お 、MPU の 型番 指定 
「-mpu xxxx」 方 法 に つい て は 、 各 ツー ル の 電子 マニ ュ ア ル に 記載 され て お り ま す の で 、 そ ちら 
を ご 覧 くだ さい 。 
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[エン ディ アン の 選択 ] 
使用 する エン ディ アン (ビッ グエン ディ アン 、 リ トル エン ディ アン ) を 選択 し て くだ さい 。 


メモ 、 こ の 設定 項目 は SH マイ コン で の み 使 用 する こと が で きま す 。SH 以外 の マイ コン で エン 
ディ アン の 選択 が 必要 な 場合 は 、 ユ ン パ イル 、 又 は アセ ン ブ ル 設 定 プ ロ パ ティ の 「 コ マン ド ・ 
オプ ショ ン 」 項目 へ 直接 設定 し て くだ さい 。 設定 の 仕様 に つい て は 、 各 ツー ル の 電子 マニ ュ 
アル に 記載 され て お り ま す の で 、 そ ちら を ご 覧 くだ さい 。 


[出力 ディ レク トリ ] 

出力 ディ レク トリ (オブ ジェ クト 保存 ディ レク トリ ) に は 、 ビ ルド プリ ビル ドン プス ポッ トコ 
ン パ イル で 生成 され る オブ ジェ クト ファ イル が 集め られ ます 。 オ ブ ジ ェクト 保存 ディ レク トリ 
は 、 プ ロジ ェクト 新規 作成 時 選択 し た 作業 ディ レク トリ 配下 に 作成 され ます 。 オ ブ ジ ェクト 保 
存 デ ィ レ クト リ を 指定 し な か っ た 場合 は 、 オ ブ ジ ェクト ファ イル は 作業 ディ レク トリ へ 保存 さ 
れ ま す 。 


メモ 、 C++ ソー ス フ ァ イル を プロ ジェ クト へ 登録 し た と き は 、 オ ブ ジ ェクト 保存 ディ レク トリ 
を 使用 する こと は で きま せん 。 


[イン クル ー ド ・ デ ィ レ クト リ ] 

ここ へ は 、 コ ン パ イラ (XCC-V、XCC++)、 ア セン ブラ (XASS-V、XMAC-V2) で 使用 する イン ク 
ルー ド フ ァイル が 格納 され て いる ディ レク トリ を 登録 し て くだ さい 。( 複 数 の ディ レク トリ を 登 
録 す る こと が で きま す ) 


メモ 、 プ ロジ ェクト の 新規 作成 時 の 作業 ディ レク トリ や 、 コ ン パ イラ で 使用 する シス テム イン 
クル ー ド ディ レク トリ は 、 登 録 す る 必要 あり ませ ん 。 


例 ) シス テム イン クル ー ド ディ レク トリ の 位置 


(XASS-V シリ ー ズ が (: 普 ASSV に イン スト ー ル され た 場合 を 仮定 ) 


C:\XASSV -+ー \INCLUDE 


| 
+ー \CPPYINCLUDE 
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コン パイ ル 


「 コ ン パ イル 」 タ ブ の 設定 プロ パテ ィ で は 、 コ ン パ イラ (XCC-V、XCC++) の 起動 オプ ショ ン 
を 設定 し ます 。 
TL | 


誤 定 二 ⑤): ビ 朋 加 リセ 小 員 ) | | 


es 

最適 化 

Dk4EZk3 
[設定 カテ ゴリ ] 


設定 プロ パテ ィ は 、 一 般 、C++、 最 適 化 、 カ スタ マズ の 4 つの カテ ゴリ に 分 類 さ れ て いま 
す 。 ど の カテ ゴリ に つい て 設定 を 行う か 選択 を し て くだ さい 。 


[リセ ッ ト ] 
この ボタ ン を 押す と 、「 コ ン パ イル 」 設定 プロ パテ ィ 全 て の 内 容 が 初期 状態 に リセ ッ ト さ れ ま 
すら 


my ド わ や ay | cr マッ ド わ ツタ ョ ッ | 
-d -ks -w -LWI -LE2 = 


[コマ ンド ・ オ プシ ョ ン ] 
コン パイ ラ (XCC-V) 起動 オプ ショ ン が 表示 され ます 。 コ ン パ イラ 起動 オプ ショ ン を 直接 入力 
する こと も で きま す 。 


「C++ コ マン ド ・ オ プシ ョ ン ] 
コン パイ ラ (XCC++) 起動 オプ ショ ン が 表示 され ます 。XCC++ 起 動 オ プシ ョ ン を 直接 入力 する 
を で きま す 。 


メモ 、XCC-V、XCC++ 起 動 オ プシ ョ ン に は 、 こ の 設定 プロ パテ ィ で 取り 扱っ て いな い オ プシ ョ ン 


が あり ます 。 オ プシ ョ ン の 内 容 に つい て は 、( コン パイ ラ (XCC-V) 電子 マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ 
さい 。 
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< 一 般 > 


ャ WU | 
普 定 放 ずり に 和 中 り セ 小 (| 
レ 9 が 情報 を 出力 する (D〉 滞 字 コー ド の 扱い (J 
う 9 フ セッ サ の 定義 (P* EJ5 四 
| ェ ュ の ute 
| AL2 マ 
区 告 セー ツ 放 : 
賠 LA マ 
[デバ ッ グ 情報 を 出力 する 1 


チェ ッ ク を する と デバ ッ グ 情報 が 出力 され 、 デ バッ グ 時 C/C++ 言 語 の ソー スコ ー ド デバ ッ グ 
を する こと が で きま す 。 


[長い 名 前 を 3 2 文字 に 丸め る ] 

定数 / 変 数 名 の 長い 名 前 を 3 2 文字 に 丸め ます 。 3 2 文字 以上 の 長い 名 前 を 取り 扱う こと が 
で きす 。 この チェ ッッ ク を 行なわ な いと 、 エ ラー に は な り ま せん が 先頭 か ら 3 0 文字 で 切ら れ 
ます の で 、 名 前 が 重複 し て し まう 場合 が あり ます 。 


メモ ( 言語 ソー スプ アセ ン ブ ラ ソー ス で 使用 で きる 定数 / 変 数 名 の 最大 長 は 3 2 文字 で す 。( 実 
際 の ( 言語 プロ グラ ム で は 、 3 2 文字 を 越え る 名 前 を 使用 する こと も 多々 あり ます ) XCC-V 
で は 、 3 2 文字 の 制限 を 緩和 する た め に 、「 長 い 名 前 を 3 2 文字 に 丸め る 」 機 能 を 装備 し て お り 
ます 。 こ の 機能 を 使用 する こと に より 名 前 の 重複 を 回 避 で きま す 。 
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[プリ プロ セッ サ の 定義 ] 

プリ プロ セッ サ で 使用 する 識別 子 を 、 コ ユン パイ ラ の 起動 オプ ショ ン で 指定 する と き 、 そ の 識 
別 子 を 設定 し て くだ さい 。 複数 の 識別 子 を 設定 する と き は 、 1 文字 以上 の 空白 を 明け て 指定 し 
も る なさ 


例 ) 
レーーー、 9 フロ セッ サ の 定義 中 
ニュ ーー 
相 glse 
1 =: 
拓 ndif 


[ 治 字 コー ド の 扱い ] 
コン パイ ラ で 扱う デー タ 部 分 の 漢字 コー ド の 扱い 方 に つい て 選択 し て くだ さい 。 
選択 内 容 の 詳細 に つい て は 、C コン パイ ラ (XCC-V) 電子 マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


[エラ ー の レベ バル] 

エラ ー チ ェ ッ クレ ベル を 選択 し て くだ さい 。 LE3 は プロ ト タ イ プチ ェ ッ ク の 弱い エラ ー チ ェ 
ッ ク を 行い ます 。 

選択 内 容 の 詳細 に つい て は 、(C コン パイ ラ (XCC-V) 電子 マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


[警告 メ セ ー ジ ] 
警告 エラ ー チ ェ ッ ク の レベ ル を 選択 し て くだ さい 。 
選択 内 容 の 詳細 に つい て は 、C コン パイ ラ (XCC-V) 電子 マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 
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に に こっ 


この 設定 プロ パテ ィ で は 、(++ コ ン パ イラ (XCCH+) の 起動 オプ ショ ン に 特 化 し た 設定 を 行い 
ます 。 こ の 設定 プロ パテ ィ は 3 ペー ジ あ り ま す 。「 次 へ 」「 戻 る 」 ボタ ン を 押し て ペー ジ を 変更 
し て くだ さい 。 


願 園 球団 団 開 呈 


メモ 、 選 択 内 容 の 詳細 に つい て は 、C コン パイ ラ (XCC-V) 電子 マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


く 最 適 化 > 


この 設定 プロ パテ ィ で は 、 コ ン パ イル 時 の 最適 化 に 関連 し た オプ ショ ン の 設定 を 行い ます 。 


[最適 化 区 分 ] 
最適 し な い 、 サ イズ 優先 、 実 行 ス ピー ド 優 先 か ら 選 択 し て くだ さい 。 
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メモ 、 更 に 個々 の 最適 化 項 目 を 選択 する こと が で きま す 。 最 適 化 の 詳細 に つい て は 、(C コン パ 
イラ (XCC-V) 電子 マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


< く カ スタ マイ ズ > 
この 設定 プロ パテ ィ で は 、 コ ン パ イラ の 展開 形 に 関し て カス タマ イズ する た め の オ プシ ョ ン 
の 設定 を 行い ます 。 こ の 設定 プロ パテ ィ で 設定 で きる 項目 は 代表 的 な 項目 で す 。 こ れ 以 外 に も 


マイ コン に 特 化し た カス タマ イズ オプ ショ ン も 多数 あり 、 そ れ ら は 「 コ マン ド ・ オ プシ ョ ン 」 
窓 か ら 直 接 入 力 し て いた だ く 必 要 が あり ます 。 


の ig 小 C 還 の 当 衣 衣 衣 四 g221E7 


時 
員 
国 
| と 
屋 
馬 
馬 
「 メ 


メモ 、 マ イコ ン に 特 化 し た オプ ショ ン の 詳細 に つい て は 、C コ ン パ イラ (XCC-VY) 電子 マ 
ニュ アル を ご 覧 く だ さい 。 
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アセ ン ブ ル 


「 ア セン ブル 」 タ ブ の 設定 プロ パテ ィ で は 、 ア セン プラ (XASS-V)、 及 び マク ロ プ リプ ロ セ 
ッ サ (XMAC-V2、XMAC-V) の 起動 オプ ショ ン を 設定 し ます 。 


7 ウル | 
設定 訂 ] リ G: | 居 史 に | 


一 般 
デ W が 情 幸 拡 県 わ や ョ ッ ラー を セージ 文 表示 Gy 
に % 和 0 ロフ り 711 セ 2 サ レツ エラ ー を ル セ SN 


ぐ 英文 で 表示 する (E: 


[設定 カテ ゴリ ] 
設定 プロ パテ ィ は 、 一 般 、 拡 張 オ プシ ョ ン 、 マ クロ プリ プロ セッ サ の 3 つの カテ ゴリ に 分 類 
され て いま す 。 ど の カテ ゴリ に つい て 設定 を 行う か 選択 を し て くだ さい 。 


・ 一 般 ー--- アセ ン ブ ラ する と き の 一 般 的 な 設定 
・ マ クロ プリ プロ セッ サ ーー マクロ 展開 に 関す る 設定 
・ 拡 張 オ プシ ョ ン -ー-- アセ ン ブ ラ に 関す る 高度 な 設定 


メモ 、 マ クロ 展開 機能 は 一 般 的 に は アセ ン ブ ラ 機能 の 一 部 と し て 扱わ れ ま す が 、XASS-V シリ ー 
ス で は マク ロ 展 開 部 分 を マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ で 扱い ます 。 


Y2h の 記述 を 含む 
アセ ッ フ ラ ・ ザ ー メ ファ イル 


が | * トー リコ 
ト の 3 マ 2h の 記述 を 含ま な い 
(っ Gy の ヅ ー メ ファ イル 


71 


[リセ ッ ト ] 
この ボタ ン を 押す と 、「 ア セン ブル 」 設定 プロ パテ ィ 全 て の 内 容 が 初期 状態 に リセ ッ ト さ れ ま 


[エラ ー メ ッ セ ー ジ 文 表示 ] 
チェ ッ ク を する と 、 シ ンタ ックス エラ ー 発 生 時 の エラ ー 内 容 を 短文 で 表示 し ます 。 こ の チェ 
ッ ク を 解除 する と エラ ー 内 容 を 1 文字 の 英字 で 表示 し ます 。 


「 英 文 で 表示 する 」 を 選択 する と 、 エ ラー 内 容 は 英文 で 表示 され ます 。 
「 日 本 文 で 表示 する 」 を 選択 する と 、 エ ラー 内 容 は 日 本 文 で 表示 され ます 。 


[シン ボル の 定義 ] 

アセ ン ブ ラ で 使用 する 識別 子 を 、 ア セン ブラ の 起動 オプ ショ ン で 指定 する と き 、 そ の 識別 子 
を 設定 し て くだ さい 。 複数 の 識別 子 を 設定 する と き は 、1 文字 以上 の 空白 を 明け て 指定 し て く 
だ さい 。 
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( 例 テー し 


ifdef CDEBUG> 5 SL の 定義 人 B) 


mnve.| #DATA DU 
else ーーー へ 
mode.| #DaAT8 名 
endif FN 2 
[デバ ッ グ 情報 を 出力 する ] 


チエ ツ ツ ツ なす あ の デバ パック 情報 が 貞 力 さ れ か デパ ッ グ 時 アセ クッ プ アラ ソー ス ヨ ー ド CGC デ バッグ 
を する こと が で きま す 。 


メモ 、 プ ログ ラム が C(/C++ 言 語 の 場合 で も ソー スコ ユ コード デパ バッグ を する 場合 は 、 こ こ を チェ ッ 
グ し て くだ さい 


[アセ ン ブ ル リ スト を 出力 する ] 

アセ ン ブ ル リ スト を 出力 する 場合 チェ ッ ク し て くだ さい 。 フ ァイル 拡張 子 が (.xls) で 出力 
され ます 。 更に 下記 オプ ショ ン を 選択 する こと に よっ て 、 ア セン ブル リス ト 内 容 を カス タマ イ 
する こと が で きま す 。 


・ ア ブ ソ リュ ー ト リス ト で 出力 --- リン カ に よっ て アド レス が 割り 付け られ た コー ド が 表 
示さ れ ま す 。 

・ ク ロス リフ ァ レ ンス リス ト を 出力 

・ イ ンク ルー ド フ ァイル の 内 容 を 出力 

・ マ クロ 定義 を 出力 

・ マ クロ の 展開 を 出力 


[コマ ンド ・ オ プシ ョ ン ]」 
アセ ンプ ブラ (XASS-V) の 起動 オプ ショ ン が 表示 され ます 。 ア セン ブラ 起動 オプ ショ ン を 直接 入 
力 す る こと も で きま す 。 


メモ 、 ア セン ブラ 起動 オプ ショ ン に は 、 こ の 設定 プロ パテ ィ で 取り 扱っ て いな い オ プシ ョ ン が 
あり ます 。 オ プシ ョ ン の 内 容 に つい て は 、 ア セン プラ (XASS-V) 電子 マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さ 


Na 
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< く マ クロ プリ プロ セッ サッ > 


77nty| 当 計 


Ka5SD 9 月 Bn 朋 4 末 記 引 計 DX の 語 | 還 2 本 志 9 た 


に ーー ョ | 


[マク ロ 種 別 の 選択 ] 
マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ に は XMAC-V2、XMAC-V の 2 種類 が あり ます 。 使 用 する マク ロ プ リプ ロ 
セッ サ を 選択 し て くだ さい 。 


メモ 、XMAC-V2、XMAC-V は マク ロ の 記述 方 法 が 違い ます 。XMAC-V より XMAC-V2 の 方 が 機能 が 豊 
富 で す の で 、XMAC-V の 使用 を 推奨 し ます 。 
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XMAC-V の 記述 例 


I-move MACRO %1, %p2, %p3 
!- move.| 圭 , 1 
1- move.| #2, %p2 
1- move.| 的 , %p3 


!- ENDM 

I 

1| move d0,d1,d2 
I+ move.| 寺 , dO 
I+ move.| #2. d1 
I+ move.| #3, d2 


XMAC-V2 の 記述 例 


%6bfile id=0 


#% 

# % - move - 

#% 

- %define (move (p1, p2, p3) ) 
還 


ー- move.| 者 %1 
- move.| 乾 。 %2 
ー move.| 8 %p3 
人 


| %move(d0, d1, d2) 
%%bmode macro, 0, Iine, 4, 9 


+ move.| 寺 , d0O 
+ move.| #, d1 
+ move. | 3, d2 


%) %emode 
%%efile 


[タブ を 空白 に し て 変換 する ] 誠 XMAC-V2、XMAC-V 
ソー ス フ ァ イル に 含ま れる タブ コー ド を 空白 で 置き 換え ます 。 


[XMAC-V V6.0 以前 に 作成 し た ソー ス に 対応 する ] 文 XMAC-V 

この チェ ッ ク を する と 、XMAC-V V6.0 以前 に 作成 し た 古い 仕様 の マク ロ 機 能 を 有効 に する こ 
ど が で きま す 。 
XMAC-V2 の 仕様 で 作成 し た ソー ス は 関係 あり ませ ん 。 


[未定 義 識別 子 を 参照 し て も エラ ー に し な い ] 文 XMAC-V2 
マク ロ 展 開 時 の エラ ー 表 示 を 抑制 する も の で す 。 こ こ を チェ ッ ク す る と 未定 義 の 識別 子 (名 
前 ) を 参照 し て も エラ ー と な り ま せん 。 (単なる 文字 列 と し て 扱わ れ ま す ) 


[ 1 ロケ ーション 当り の ビッ ト 数 ] 文 XMAC-V2 
XMAC-V2 仕様 の 中 で 「 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 定義 」 に 関し て 、 展 開 を カス タマ イズ する た め の 
機能 で す 。 1 ロケ ーション (アド レス ) 当たり の ビッ ト 数 (1~ て 256) を 指定 し て くだ さ 
い 。 こ の チェ ッ ク を し な か っ た と き の デ ィ フ ォ ル ト 値 は 8 ビッ ト で す 。 
( 例 ) 
ビッ ト フ ィ ー ル ド の 定義 
BIT1 BITS [ 
B1 :4, 
B2 :2 
] 
DATA ALLOC BIT1 {1.11 
ビッ ト 数 =8 の 場合 の 展開 形 


DATA DB 05H 


ビッ ト 数 =16 の 場合 の 展開 形 


DATA DW 05H 


[アセ ン ブ ラ の コメ ント 文 は マク ロ 展 開 し な い ] 文人 MAC-V2 

この チェ ッ ク を する と 、 ア セン ブラ 注釈 内 で の マク ロ 変 換 処理 は 行わ れ ま せん 。( マ クロ 記述 
が あっ て も 単なる 文字 列 と し て 扱い ます )。 ディ フォ ルト (この チェ ッ ク を し な い ) で は 、 ア セ 
ン ブ ラ 注釈 行 で も マク ロ 変 換 の 対象 と な り ま す 。 
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[マク ロ デ ー タ 長 の チェ ッ ク を 抑止 する ] 文人 MAC-V2 

この チェ ッ ク を する と 、 マ クロ 変数 に 与え られ た デー タ 長 の チェ ッ ク を 停止 し ます 。 デ ィ フ 
ォ ル ト (この チェ ッ ク を し な い ) で は 、 デ ー タ 長 が 16 ビット を 超え た 場合 (65535 より 大 きい 
場合 エラー となり ます 。 


[識別 子 の 大 文字 ・ 小 文字 を 区 別 する ] 文 XMAC-V2 

この チェ ッ ク を する と 、 識 別 子 (名 前 ) の 大 文字 ・ 小 文字 は 区 別 さ れ ま す 。"aBcD" と "AbCd" 
は 別 の 名 前 と みな され ます 。 デ ィ フ ォ ル ト (この チェ ッ ク を し な い ) で は 、"aBcD" と "AbCd" は 
同じ 名 前 と し て 解釈 され ます 。 


[コマ ンド ・ オ プシ ョ ン ]」 

「 マ クロ 種別 の 選択 」 で XMAC-V2 を 選択 し た と き は XMAC-V2、XMAC-V を 選択 し た と き は 
XMAC-V の 起動 オプ ショ ン が 表示 され ます 。XMAC-V2、XMAC-V の 起動 オプ ショ ン を 直接 入力 する 
ご の でき ます 。 


メモ 、 XMAC-V2、XMAC-V の 起動 オプ ショ ン に は 、 こ の 設定 プロ パテ ィ で 取り 扱っ て いな い オ プ 


ショ ン が あり ます 。 オ プシ ョ ン の 内 容 に つい て は 、 ア セン ブラ (X%ASS 一 V) 電子 マニ ュ ア ル を 


ご 覧 くだ さい 。 


く 拡 張 オ プシ ョ ン ッ > 


「 拡 張 オ プシ ョ ン 」 設定 プロ パテ ィ で 選択 され た 内 容 は アセ ン ブ ラ オプ ショ ン フ ァイル に 記 


述 さ れ ま す 。 ア セン プラ オプ ショ ン フ ァイル は 、 プ ロジ ェクト ビュ ー の ファ イル 「 タ プ 」 に 登 
録 さ れ ま す 。 
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人 Demo2 ファイ 上ル 了 セ ウッ ウ 北 | 
上 二 の 設定 好 ゴ リ (⑧⑬* 服 張 わ ?a ッ <] 


肢 編 和 39 便 3 


ルード ファ イル の 最大 メト 雪 | 

「 条件 7 セツ フ ル 攻 似 命令 の 最大 ネス 数 (@: | 

エラ ー ル セー ジ 最 大 表示 個数 (E) | 

ツル の 大 文字 "小文字 を 区 別 する (⑪: 

「 2 進 租 の 表記 で 、 桁 が B の n 倍 で な い 場 合 エラー に する (B) 


ォ オフ や ョ ウフ ァイル 
| 還 DEMO2xls klnk-y 


唱 


Demo2npa (xass-y オガ ジョ ッ ファ イル) 「 DSORGIBND 語 令 の ギ we7(G 全 お アル を 遇 力 ちり 邊 
ヨ - 約 その 他 一 和央 月 目 呈 (CH62 の (は: 
- 国 DEMo2map 5 | 


| 


(アセ ン ブ ラ オプ ショ ン フ ァイル の 記述 例 ) 


/INCLUDE_NEST=10 
/IF_NEST=20 
/ERROR_COUNT=20 
/LABEL_CONVERT=NO 
/MODIFY_0BJECT=NO 
/CHECK_BINARY=YES 


[拡張 オプ ショ ン を 使う ] 
拡張 オプ ショ ン を 使用 する と き 、 こ の チェ ッ ク を し て くだ さい 。 


[イン クル ー ド ファ イル の 最大 ネス ト 数 ] 

アセ ン ブ ラ で の イン クル ー ド ファ イル の 最大 ネス ト 回 数 を (1 て 255 まで の 値 ) 指定 する と き 
チェ ッ ク し て くだ さい 。 デ ィ フ ォ ル ト (この チェ ッ ク を し な い ) で は 、「 最 大 ネス ト 回 数 =10」 
と な り ま す 。 


[条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命 令 の 最大 ネス ト 数 ] 

アセ ン ブ ラ で の 条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命令 (IF, IFDEF, …・ 等 ) の 最大 ネス ト 回 数 を (1255 まで 
の 値 ) 指定 する と き チ ェ ッ ク し て くだ さい 。 デ ィ フ ォ ル ト (この チェ ッ ク を し な い ) で は 、「 最 
大 ネス ト 数 =20」 と な り ま す 。 


[エラ ー メ ッ セ ー ジ 最大 表示 個数 ] 
アセ ン ブ ル 中 の 最大 エラ ー メ ッ セ ー ジ 表示 件 数 を (0 て 65535 まで の 値 ) 指定 する と き チ ェ ッ 


7@ 


ク し て くだ さい 。 ディフォルト (この チェ ッ ク を し な い ) で は 、 最 大 2 0 件 の エラ ー メ ッ セ ー 
ジ を 表示 し ます 。( 2 0 件 を 超え た エラ ー メ ッ セ ー ジ は 表示 され ませ ん ) 

最大 上 エラー メッ セー ジ 表 示 件 数 に ゼロ を 指定 し た と き は 、 す べ て の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 
し ます 。 


[シン ボル の 大 文字 ・ 小 文字 を 区 別 する ] 

この チェ ッ ク を する と 、 ア セン ブラ で ソー ス 中 に 記述 し た シン ボル の 大 文字 小文字 の 区 別 
を 行い ます 。 

例え ば 、 シ ン ボ ル "LABEL”" と "label" は 別 の シン ボル と し て 扱わ れ ま す 。 デ ィ フ ォ ル ト (この 
チェ ッ ク を し な い ) で は 、 大 文字 小文字 は 区 別 さ れ ま せん 。 シ ン ボ ル "LABEL" と "label "は 同 
じ シ ン ボ ル と し て 扱わ れ ま す 。 


[ 2 進数 の 表記 で 、 桁 数 が 8 の n 倍 で な い 場 合 エ ラー に する ] 
この チェ ッ ク を する と 、 記 述 し た 2 進数 が 8 の n 倍 の 桁 数 で 記述 され て いな いと き 、 ア セン 
ブル エラ ー と な り ます 。 


( 例 ) 


DB 10001B nb ( 桁 数 5) エラ ー に な る 
DB 00010001B EL ( 桁 数 8 ) 


[DS, 0RG、BND 命令 の ギャ ッ プ ] 

この チェ ッ ク を する と 、"DS"、”BND"、 "ORG" 命 令 に よる アド レス の ギャ ッ プ を 、 指 定 の 値 で 
埋め る こと が で きま す 。 デ ィ フ ォ ル ト (この チェ ッ ク を し な い ) で は バイ ナリ ゼロ で 埋め られ 
ます 。 
オブ ジェ クト は 作成 され ず ロ ケー ショ ン の み ア ッ プ され ます . 


「 オ ブ ジ ェクト を 出力 し な い 」 を 選択 し た 場合 は 、 ア ドレ ス の ギャ ッ プ に は 何 も 埋 め ま せ 
ん 。 

「 指 定 し た 値 で 埋め る 」 を 選択 し た 場合 は 、 ア ドレ ス の ギャ ッ プ を 埋め る 値 を 、 1 バイ ト の 
1 6 進数 で 指定 し て くだ さい 。 


[オプ ショ ン フ ァイル 名 ] 

「 拡 張 オ プシ ョ ン 」 設定 プロ パテ ィ で 選択 され た 内 容 を 記述 する た め の ア セン ブラ オプ ショ 
ン フ ァイル 名 を 指定 し て くだ さい 。 
メモ 、 ア セン ブラ オプ ショ ン フ ァイル に は 、 こ の 設定 プロ パテ ィ で 取り 扱っ て いな い オ プシ ョ 


りり 


ン が あり ます 。 こ れ ら の 内 容 に つい て は 、 ア セン ブラ (XASS-V) 電子 マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さ 
い 。 
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リフ ク 


「 リ ンク 」 タ ブ の 設定 プロ パテ ィ で は 、 リ ンカ (XLNK-V) の 起動 オプ ショ ン を 設定 し ます 。 


My | 
誤 定 二 ずり G: に 毅 < リセ 引 (RI 
ーー H 、 
レ 開 識 謗 bs | 


[設定 カテ ゴリ ] 
設定 プロ パテ ィ は 、 一 般 、 フ ァイル 関連 の 2 つの カテ ゴリ に 分 類 さ れ て いま す 。 ど の カテ ゴ 
リ に つい て 設定 を 行う か 選択 を し て くだ さい 。 


[リセ ッ ト ] 
この ボタ ン を 押す と 、「 リ ンク 」 設 定 プ ロ パ ティ 全て の 内 容 が 初期 状態 に リセ ッ ト さ れ ま す 。 
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< 一 般 > 


[デバ ッ グ 情報 を 出力 する ] 
チェ ッ ク を する と デバ ッ グ 情報 が 出力 され 、 デ バッ グ 時 C/C++ 及 び ア セン ブラ ソー スコ ー ド 
で デパ ッ グ を する こと が で きま す 。 


メモ 、「 コ ン パ イル 」「 ア セン ブル 」 の 各 設 定 プ ロ パ ティ に お いて 、「 デ バッ グ 情 報 を 出力 する 」 
を 選択 し て も 、「 リ ンク 」 の 設定 プロ パテ ィ で 、 こ の チェ ッ ク を し な いと ソー スコ ー ド デバ ッ グ 
あの の こと は で きま せん 。 


この チェ ッ ク を する と 、 リ ンク モジ ュー ル の 一 覧 、 セ クシ ョ ン の 割り 付け 情報 、 シ ン ボ ル の 
リフ ァ レ ンス 情報 が 記載 され て いる リン ケー ジマ ッ プ リス ト を 出力 し ます 。 リ ン ケ ー ジ マッ プ 
リス ト は 、 プ ロジ ェクト ビュ ー の ファ イル 「 タ ブ 」 に 登録 され ます 。 
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逆 Demo2 ファ イル 
日 的 ツー ァイル 
ーー 回 Bm 
ー- 還 Bplusc 
回 Bppacketc 
ーー 回 Bpslsyec 
ー 回 Handlsrrc 
ーー 還 subc 
国人 衝 中 - ド カ 化 
四 - 克 わ め の 2 ァ 化 
日 - 過 】 その 他 


[初期 化 セ クシ ョ ン 割 り 付 け 機能 を 抑止 する ] 

この チェ ッ ク を する と 、ROM 化 を する た め の 初 期 化 セ クシ ョ ン 割 り 付 け 機 能 を 抑止 する こ 
と が で きま す 。 こ の 機能 は 、 ア ブ ソ リュ ー ト リス ト を 出力 する と き 初 期 化 セク ショ ン に 割り 付 
けら れ た セク ショ ン 部 分 の オブ ジェ クト コー ド が 表示 され な く な る た め 、 ア ブ ソ リュ ー ト リス 
ト を 正しく 出力 する た め に 、 初 期 化 セ クシ ョ ン 割 り 付け 機能 を 抑止 し する た め の も の で す 。 


メモ 、「 初 期 化 セク ショ ン 」 に つい て 詳し く 知 り た い 場 合 は 、 ア セン ブラ (XASS-V) 電子 マニ ュ 
アル の 「 リ ンカ を 使う 」 又は 、C コン パイ ラ (XCC-V) 電子 マニ ュ ア ル の 各 MPU の 「MPU 固有 仕 
様 」 に 記載 され て いま す の で 、 そ ちら を ご 覧 くだ さい 。 


[グロ ー バ ル シ ン ボル 情報 を ファ イル に 出力 ] 

この チェ ッ ク を する と 、 リ ンク し た オブ ジェ クト モジ ュー ル に 含ま れる グロ ー バ ル シ ン ボル 
と 割り 付け アド レス を 、 テ キス ト 形 式 で ファ イル (. gst) に 出力 し ます 。 こ の 情報 は 、 別 の リン 
ク に お いて アド レス の 未 決定 な エク スタ ー ナ ル シ ン ボル に アド レス を 与え る 手段 (リン ク パ ラ 
メー タフ ァイル で 記述 : /GST= フ ァイル 名 ) と し て 使用 する こと が で きま す 。 
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.gst ファ イル の 例 


,: MODULE_NAME = sample 
LABO1 REAL 1000:0 12c 
LABO2 REAL 1000:64 12c 
LABO3 REAL 1000:c8 12c 
十 十 十 
| | | 
| | +ー サイ ズ 
| +ー- アド レス : オ プ セ ッ ト 
+ ォ ーー シン ボル 


[/Module 文 の 追加 削除 を 自動 で 行う ] 
この チェ ッ ク を する と 、 プ ロジ ェクト へ の ファ イル の 登録 削除 に 合わ せ て 、 リ ンク パラ メ 
ー タ ファ イル で 定義 する 「/Module 文 」 の 登録 削除 を 行い ます 。 


メモ 、「/Module 文 」 は 、 リ ンク する オブ ジェ クト モジ ュー ル を 指定 する た め の パ ラメ ー タ で 
す 。 リ ンク パラ メー タフ ァイル の 記述 に つい て は 、 ア セン ブラ (X%ASS-V) 電子 マニ ュ ア ル の 
「 リ ンカ を 使う 」 を ご 覧 くだ さい 。 


[コマ ンド ・ オ プシ ョ ン ] 
リン カ (XLNK-V) の 起動 オプ ショ ン が 表示 され ます 。 リ ンカ 起動 プン ショ ン を 直接 入力 する こと 
も で きま す 。 


メモ 、 リ ンカ 起動 オプ ショ ン に は 、 こ の 設定 プロ パテ ィ で 取り 扱っ て いな い オ プシ ョ ン が あり 


ます 。 オ プシ ョ ン の 内 容 に つい て は 、 ア セン ブラ (XASS-V) 電子 マニ ュ ア ル の 「 リ ンカ を 使 
う 」 多 ご 覧 くだ きい 。 


64 


く フ ァイル 関連 > 


リン ク パ ラメ ー タ ファ イル は 、 プ ロジ ェクト ビュ ー の ファ イル 「 タ プ ブ 」 に 登録 され ます 。 


8 和 or PC55 jl 語 5 
ん デー 


IpEozxs つう 生還 
和田 - 胸 凶 - ド ファ イル ジェ 9 ァイル 名 O) 
1 ご 自 


[リン ク パ ラメ ー タ ファ イル ] 
リン ク パ ラメ ー タ ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい 。 省 略す る こと は で きま せん (必ず 必要 で 
す )。 リ ンク パラ メー タフ ァイル は 、 プ ロジ ェクト ピュ ー の ファ イル 「 タ プ 」 に 登録 され ます 。 


メメ 毛 。 リ シク パラ メー タフ ァイル に は 、 リ ンク ずる オプ ジェ クト モジ ョ ー ル / ラ イブ テリ 、 セタ 
ショ ン の 割り 付け 、 初 期 化 セク ショ ン 等 の 設定 を 行い ます 。 リ ンク パラ メー タフ ァイル に 記載 
する 各種 パラ メー タ の 仕様 に 関し て は 、 ア セン ブラ (XASS-V) 電子 マニ ュ ア ル 「 リ ンカ を 使 
う ] を ご 覧 くだ さい 。 


[リン ク 後 の オブ ジェ クト ファ イル 名 ] 
リン ク 後 の オブ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい 。 省 略す る こと は で きま せん (必ず 
必要 で す )。 


メモ 、 こ こ で 指定 する リン ク 後 の オブ ジェ クト ファ イル 名 は 、 リ ンク パラ メー タフ ァイル 中 の 
「/Name 文 」 で 指定 する 名 前 と 同じ で な けれ ば な り ま せん 。 
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リウ ク パラメータ フッ アイル サラ ブル 


了 E エ エエ エエ エキ エキ エ ヤ エ エ エエ エ エエ エ エエ エエ エエ エエ エエ エエ キキ エエ キヤ エエ エエ エキ エエ エエ エエ エエ エエ エキ エコ 
は リン ク パ ラメ ー タ ファ イル サン プル 

・ 玉 玉 来 玉 * 玉 来 * 玉 来 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 
/addr = 0 

/sect = SFR 


j interna] RAM area (NEAR data) 


/addr = 00400 

/sect = BD*|COMM (bss = _BSS_DIR) 
/sect = DD*|COMM (data = _DATA_DIR) 
/sect = _STACK (stack = _STACK) 


: externa] RAM area (NEAR data) 


/addr = 04000 

/sect = BN*|COMM (bss = _BSS_NEAR) 
/sect = DN*|COMM (data = _DATA_NEAR) 
/sect = I*|COMM 

/sect = D DATAICOMM 


: external RAM area (FAR data) | 


/addr = 20000 
/sect = BF*|COMM (bss = _BSS_FAR) 
/sect = DF*|COMM (data = _DATA_FAR) 


: internal ROM area | 


/addr = OF0000 

/sect = C*|CODE 

/sect = I*|CODE 

/init_section = _INIT_DATA FAR (_DATA_FAR) 
/init_section = _INIT_DATA_NEAR (DATA_NEAR) 
/init_section = _INIT_DATA_ DIR ( DATA_DIR) 


: Linkage Module | 


/Module=sort. xao 
/Module=Startup. xao 
/Name=DEM04.xlo 
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HEX ファ イル 


「HEX ファ イル 」 タ ブ の 設定 プロ パテ ィ で は 、HEX ファ イル 出力 ユー ティ リティ (XOUT-V) の 
起動 オプ ショ ン を 設定 し ます 。 


[設定 カテ ゴリ ] 
設定 プロ パテ ィ は 、 一 般 、 拡 張 オ プシ ョ ン の 2 つの カテ ゴリ に 分 類 さ れ て いま す 。 ど の カテ 
ゴリ に つい て 設定 を 行う か 選択 を し て くだ さい 。 


[リセ ッ ト ] 
この ボタ ン を 押す と 、「HEX ファ イル 」 設定 プロ パテ ィ 全 て の 内 容 が 初期 状態 に リセ ッ ト さ れ 
ます 。 


マ < 一般 > 


BE'w ト イッテ ル HEX オ フォ ー マ ッ 

BE トモ トロ - ラ HEX ト フォ ー マ ッ ト 
16Ey ト イイ テル HE ウォ ー マ ィ ッ ト 
16E ツ トモ トロ - ラ う HEX オ 1 フォー マット 
16E ッ トモ hh- ラ HEX 2 フォ ー マ ッ ト ) 


2F ッ ト ThI 
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[オブ ジェ クト タイ プ の 選択 ] 
作成 する オプ ジェ クタ ト 形 来 (イン テル HEX モモ トロ ー ラ 6、etc,。,) を 指定 し て くだ さい 、 


[リス ト 情 報 を 出力 する ] 
この チェ ッ ク を する と 、 リ スト 情報 (.inf) を 出力 し ます 。 リ スト 情報 に は 、 セ クシ ョ ン の 
割り 付け 、 シ ン ボ ル 一 覧 が 表示 され ます 。 


[コマ ンド ・ オ プシ ョ ン 1] 
HEX ファ イル 出力 ユー ティ リティ (XOUT-V) の 起動 オプ ショ ン が 表示 され ます 。 HEX ファ イ 
ル 出 力 ユ ー テ ィ リ ティ 起動 プシ ョ ン を 直接 入力 する こと も で きま す 。 


メモ 、 HEX ファ イル 出力 ユー ティ リティ 起動 オプ ショ ン に は 、 こ の 設定 プロ パテ ィ で 取り 扱っ 
て いな い オ プシ ョ ン が あり ます 。 オ プシ ョ ン の 内 容 に つい て は 、 ア セン ブラ (XASS-V) 電子 マ 
ニュ アル の 「 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 を 行う 」 を ご 覧 くだ さい 。 

く 拡張 オプ ショ ン ッ > 


「 拡 張 オ プシ ョ ン 」 設定 プロ パテ ィ で 選択 され た 内 容 は オプ ショ ン フ ァイル に 記述 され ま 
す 。 オ プシ ョ ン フ ァイル は 、 プ ロジ ェクト ビュ ー の ファ イル 「 タ プ ブ 」 に 登録 され ます 。 


日 区 Demo2 ファ イル 
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(オプ ショ ン フ ァイル の 記述 例 ) 


/BTAS=1000 
/TMAGE=1000,2000,FF 


[拡張 オプ ショ ン を 使う ] 
拡張 オプ ショ ン を 使用 する と き 、 こ の チェ ッ ク を し て くだ さい 。 


[ロー ドア ドレ ス に バイ アス 値 を 指定 する ] 
この チェ ッ ク を する と 、 ロ ー ド アド レス に バイ アス 値 を 加え る こと が で きま す 。 バ イア ス 値 
は 1 6 進数 で 入力 し て くだ さい 。 


( 例 ) 32 ビッ トモ トロ ー ラ HEX フォ ー マ ッ ト 


S315 00002000 7FE84F222FE66EF32F962F862F262F16. 


ーー キーーーー 一 


| 
+ー ロー ドア ドレ ス 


< バイ アス 値 を 加え た 後 > 
/BIAS=1000 ・・‥・・ バイ アス 値 "“1000" を ロー ドア ドレ ス に 加え る 


S315 00003000 7FE84F222FE66EF32F962F862F262F16. 


[セク ショ ン 間 の 空き 領域 に パ デ ィ ン グ デー タ を 挿入 する ] 

この チェ ッ ク を する と 、 セ クシ ョ ン 間 の 空き 領域 に パ デ ィ ン グ 文字 を 埋め て HEX オブ ジェ ク 
ト を 出力 し ます 。 先頭 アド レス 、 終 了 ア ドレ ス は 1 6 進数 で 指定 し て くだ さい 。「 先 頭 ア ドレ 
ス 」 を 省略 する と オブ ジェ クト の 最小 アド レス が 先頭 アド レス 、「 終 了 ア ドレ ス 」 を 省略 する と 
オブ ジェ クト の 最大 アド レス が 終了 アド レス と な り ま す 。 
パ デ ィ ン グ 文字 は 4 バイ ト ま で の 16 進 で 指定 し て くだ さい 。 (省略 は で きま せん ) 


メモ 、 オ ブ ジ ェクト タイ プ が 「16 ビッ トイ ン テ ル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 」 の 場合 は 、 
この 機能 を 使用 する こと は で きま せん 。 ビ ルド 中 に エラ ー が 発生 し ます 。 


メモ 、 オ ブ ジ ェクト タイ ブ に よっ て は 使用 上 細か な 注意 点 が あり ます 。 詳 細 に つい て は 、 ア セ 
ン ブ ラ (XASS-V) 電子 マニ ュ ア ル の 「 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 を 行う 」->「 拡 張 機 能 」->「/IMAGE」 


を ご 覧 くだ さい 。 
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[オプ ショ ン フ ァイル 名 ] 
「 拡 張 オ プシ ョ ン 」 設定 プロ パテ ィ で 選択 され た 内 容 を 記述 する た め の オ プシ ョ ン フ ァイル 
名 を 指定 し て くだ さい 。 


メモ 、 オ プシ ョ ン フ ァイル に は 、 こ の 設定 プロ パテ ィ で 取り 扱っ て いな い オ プシ ョ ン が あり ま 
す 。 こ れ ら の 内 容 に つい て は 、 ア セン ブラ (XASS-V) 電子 マニ ュ ア ル の 「 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 を 
行う 」->「 拡 張 機 能 」 を ご 覧 くだ さい 。 


リス ト 情 報 (.inf) 


+ 十 


| Output Section | 


+ 十 


Number Section name Type Byte Location Size 


0001 C_BPLUS Code 00000000 - 000003DB 000003DC (00000988) 
0002 C_BP Code 000003DC - 0000113F 00000D64 (00003428) 

0003 DO_BPLUS Common 00001000 - 00001000 00000000 (00000000) 
0004 BO_BPLUS Common 00001000 - 00001000 00000000 (00000000) 
0005 D1_DIRECT Common 00001000 - 00001000 00000000 (00000000) 


十 二 
| Symbol Information | 

十 二 

Symbo1 Kind S:Section  F:Function V:Variab1e L:Labe1 N:Number 
Storaoe Cl1agsg 9:globa1  o:common 1:1oca1 a:autOo r:med18ster 
Unit Name = Bbp 


Close_File 00000D14 Fg | Create_File 00000CE4 Fg | D_ Com 
D_Sent 00000A44 Fg | Delay 00000770 Fg | Disp10 
Disp_Sent 0000098A Fg | File_Size 00000D8A Fg | Get_Info 
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ュ レ ーション 


「 シ ミュ レー ショ ン 」 タ プ ブ の 設定 プロ パテ ィ で は 、 シ ミュ レー タ (XDEB-V、XDBX-YV 等 ) の 起 
動 オ プシ ョ ン を 設定 し ます 。 


XaL-m ツ | 


Bpslayec 


Handlerrc SSL-% 得 IS) DEB-V リセ 小 呈 ! 
四 り ル ルー ド DBK-V 
磁 ドカ ヵ 化 じ メート アッ 2 T ル を 1 更 つ い D 


| bplush 
| bppacketh 


DDemb2.com> 参照. 


われ ェ 中 ファ イル 名 B): 
DEMO2.xlp 


「 起動 時 の エラ ー を DOS7 和 7 人 ト へ 表示 する (D7 


引 comdefh 


昌 timerh 
オッ ファ イル 


ロ 羽 
| DEMO2xls 
時 


コッ ト * わ 200 が 


HIDDemo2cnm Cdeb-y マッ トワ フェイ ル ) 
ヨ - 過 ) そ の 他 
国 pEMo2map ⑧: 


[設定 カテ ゴリ ] 
どの シミ ュ レ ー タ を 使用 する か 選択 を し て くだ さい 。 


[リセ ッ ト ] 
この ボタ ン を 押す と 、「 シ ミュ レー ショ ン 」 設定 プロ パテ ィ 全 て の 内 容 が 初期 状態 に リセ ッ ト 
され ます 。 


[スタ ー ト アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル を 使う ] 

ここ を チェ ッ ク す る と 、 シ ミュ レー ショ ン 起 動 時 に スタ ー ト アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル を 指 
定 す る こと が で きま す 。 ス ター ト ア ッ プ ・ コ マン ド フ ァイル に は 、 リ セッ トマ クロ の 実行 等 の 
コマ ンド が 記述 され て いま す 。 ス ター アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル は 、 プ ロジ ェクト ビュ ー の フ 
ァイル 「 タ ブ 」 に 登録 され ます 。 


[オブ ジェ クト ファ イル 名 ] 
シミ ュ レ ーション デパ ッ グ を 行う リン ク 後 の オプ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 し て くだ きい ゆい 。 


[起動 時 の エラ ー を D0S プロ ンプ ト へ 表示 する ] 
ここ を チェ ッ ク す る と 、 設 定 の 誤り な ど で 発 生 す る ミミ ュ レ ー タ 起動 エラ ー を DOS プ ロン 


9」 


プ ト へ 表示 する こと が で きま す 。 チェ ッ ク し て お か な いと 、 起 動 時 発生 する エラ ー は 表示 され 
る こと な く シ ミュ レー タ は 終了 し て し まい ます 。 


[コマ ンド ・ オ プシ ョ ン ウ ] 
シミ ュ レ ー タ 起動 プシ ョ ン を 直接 入力 する こと が で きま す 。 


メモ 、 シ ミュ レー タ 起 動 オ プシ ョ ン に は 、 こ の 設定 プロ パテ ィ で 取り 扱っ て いな い オ プシ ョ ン 


が あり ます 。 オ プシ ョ ン の 内 容 に つい て は 、 シ ミュ レー タ (XDEBV) 電子 ニュ アル 、 又 は 高 
速 処理 型 油 用 シミ ュ レ ー ト デバ ッ ガ (DBX-V) 電 子 マ ニュ アル を ご 覧 くだ さい 。 
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スタ ター ドア リフ ドコ マン ドラ ァイル 


大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 


XDEB-V スタ ー ト アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル の 内 容 

大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 
St 上 ar 上 1og/a11 : start 1oggind・... 

On error て then oont1inue : 6 エエ oOr Con1nue 

Se unit/a11] : 1oad debug info.. in ob]jeoct fi1e 
Greset : rese sed.. 

Se 上 mode SourCe : dQ1SD1ay SOUu エ FCG 


大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 


XDBX-V スタ ー ト アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル の 内 容 

天 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 
on error て her Continue : GrrOr Cont1nu@e 

on break thern continue : break Cont1nue 
Star 1og/a11 : start 1ogging・.. 

create prooess/arge sepht1 

1oad 

エ e 


大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 


ソニ ッ ク シ ミュ レー タ スタ ー ト アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル の 内 容 

大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 
Start 1og/a11] sonio.1og : start 1ogging・.・.・. 

On error then Continue : Ge エ roOr Con1nue 

Se unit/a11] : 1oad debug nfo.. in ob]jeot fi1e 

Greset : reset sed.. 

Se 上 mode SourCe : dQ1SD1ay SOU エ FC@G 

create prooess/target snsmt9 .exe 

Wa1 上 /t 上 arge 

1oad 


ICE デバ ッ グ 


「ICE デバ ッ グ 」 タ ブ の 設定 プロ パテ ィ で は 、ICE デバ ッ ガ (XDDI-V) の 起動 オプ ショ ン を 設 
定 し ます 。 


メモ 、 ICE デバ ッ ガ (XDDI-V) で 扱え る ICE は Advice(YDC 社 製 ) で す 。 そ の 他 の ICE を 扱う こ 
と は で きま せん 。 


IOEDN が | 


Bppacketc 
Bpslaye.c 
Handlerr.c 
- 還 | Sub.c 
の 人 外 ー ド ファ 人 ル 
- 還 bplusjh 
ーー 回 bppacketh 
ー 国 bpslsyeh 
に 回 camdefh 
ー 国 handlerrh 
国 timerh 
@ わ ョ ウフ ァイル 
国 DEMozxls 
ーー 国 IDemo2com ddi-y コッ トウ ァイル ) 
に ! の その 他 


.F nFMnz | 


[スタ ー ト アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル を 使う ] 

ここ を チェ ッ ク す る と 、【ICE デバ ッ ガ 起動 時 に スタ ー ト アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル を 指定 す 
る こと が で きま す 。 ス ター ト ア ッ プ ・ コ マン ド フ アァ アイル に は 、ICE へ の ダウ ン ロ ー ド 等 の コマ 
ンド が 記述 され て いま す 。 ス ター アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル は 、 プ ロジ ェクト ビュ ー の ファ イ 
ル 「 タ ブ 」 に 登録 され ます 。 


わ ェ ト ・ ヵ 人 名 (8 ICE の ホス ト 名 7】P ア ドル ス () 
DEMO2xlo 


「 IGE あり セト し な いい で 起動 
「 起動 時 の エラ ー- を DOSJ 季 ツ フト へ 表示 する (D: 


コッ ト * わ 2005 


[オブ ジェ クト ファ イル 名 ] 
ICE デバ ッ グ を 行う リン ク 後 の オブ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい 。 


[ICE の ホス ト 名 IP アド レス ] 
接続 (LAN 接続 ) する ICE の ホス ト 名 、 又 は IP アド レス を 指定 し て くだ さい 。 


[ICE を リセ ッ ト し な いて で 起動 ] 
この チェ ッ ク を する と 、 接 続 直後 の ICE の リセ ッ ト は 行わ れ ま せん 。 
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[起動 時 の エラ ー を D0S プロ ンプ ト へ 表示 する ] 

ここ を チェ ッ ク す る と 、 設 定 の 誤り な ど で 発 生 す る ICE デバ ッ ガ の 起動 エラ ー を DO0S プロ ン 
プ ト へ 表示 する こと が で きま す 。 チェ ッ ク し て お か な いと 、 起 動 時 発生 する エラ ー は 表示 され 
る こと な く 1CE デパ ッ ガ は 終了 し て し まい ます 。 


[コタ ンド ・ オ プシ ョ フュ 1 
ICE デバ ッ ガ 起動 プン ジョン を 直接 入力 する こと が で きま す 。 


メモ 、 ICE デバ ッ カ 起動 オプ ショ ン に は 、 こ の 設定 プロ パテ ィ で 取り 扱っ て いな い オ プシ ョ ン 


が あり ます 。 オ プシ ョ ン の 内 容 に つい て は 、ICE デバ ッ ガ (DDI-V) 電子 ニュ アル を ご 覧 くだ 
さい 。 
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ター ゲッ ト デ バ ッ グ 


「 タ ー ゲ ッ ト デ バッ グ 」 タ ブ の 設定 プロ パテ ィ で は 、 タ ー ゲ ッ ト デ バッ ガ (XTRX-V) の 起動 
オプ ショ ン を 設定 し ます 。 


= か 79 プ が が | 


M Demo2 ファ イル 
lm ツー ス メ フ ァイル 
コ 


参照 . 


れ わら 9 トコ ァ 人 名 (B: 
DEMO2.xlp 


「 起 還 時 の エラ ー- を DOS7h ツ 7 人 ト へ 表示 する (D) 


昭 屋 | 『 
昌 人 C ル ー ド トウ ァ イル 
E わ ョ ファ イル 
1 肖 DEMO2xls Ink- コ 回 


コッ トド わ ay(O 


[スタ ー ト アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル を 使う ] 

ここ を チェ ッ ク す る と 、 タ ダー ゲット デバ ッ ガ 起動 時 に スタ ー ト アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル を 
指定 する こと が で きま す 。 ス ター ト ア ッ プ ・ コ マン ド フ ァイル に は 、 リ セッ ト 等 の コマ ンド が 
記述 され て いま す 。 ス ター アッ プ ・ コ マン ド フ ァイル は 、 プ ロジ ェクト ビュ ー の ファ イル 「 タ 
ブ 」 に 登録 され ます 。 


[オブ ジェ クト ファ イル 名 ] 
ター ゲッ ト デ バ パッ グ を 行う リン ク 後 の オプ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい 。 


[起動 時 の エラ ー を D05 プロ ンプ トム へ 表示 する ] 

ここ を チェ ッ ク す る と 、 設 定 の 誤り な ど で 発生 する ター ゲッ ト デ バ ッ ガ の 起動 エラ ー を DO05 
プロ ンプ ト へ 表示 する こと が で きま す 。 チェ ッ ク し て お か な いと 、 起 動 時 発生 する エラ ー は 表 
示 き ぎれ る こと な く タ ー ゲ ッ ト デ パッ ガ は 終了 し て し まい ます 。 


コマ ルド オブ ショ ラ 5 
ター ゲッ ト デ バ ッ ガ の 起動 プン ョ ン を 直接 入力 する こと が で きま す 。 


96 


構造 仕様 書 


「 構 造 仕様 書 」 タ ブ の 設定 プロ パテ ィ で は 、 構 造 仕様 書生 成 ユ ー テ ィ リ ティ (XSTR-REV) の 
起動 オプ ショ ン を 設定 し ます 。 


メモ 、 構 造 仕様 書生 成 ユ ー テ ィ リ ティ は 、 CasePlayer Type2 (CASE ツー ル ) を 別途 購入 し な 
いと 、 使 用 する こと は で きま せん 。 


[表紙 を 出力 し な い ] 
この チェ ッ ク を する と 表紙 は 出力 され ませ ん 。 


[共通 変数 参照 図 関連 オプ ショ ン ] 
共通 変 参照 図 の 出力 情報 を カス タマ イズ する と き 使 用 し て くだ さい 。 
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[出力 する 図 の 種類 と 出力 順序 ] 
出力 する 順番 に 、 ペ ー ジ 番号 (1 6) を 指定 し て くだ さい 。「 リ セッ ト 」 ボ タン を 押す と 、 
ディ フォ ルト の 出力 順番 に リセ ッ ト さ れ ま す 。 


出力 する 図 の 種類 と 出力 順序 
全体 メモ 配置 図 P フロ グラ ム 配 置 図 _ セ 引 | 
(| 共通 変数 配置 図 | 共通 実数 多 照 図 

ヴ ロ グラ ム 構 造 図 且 モジ ュー ル 内 共通 変革 参照 図 


マウ ロス の 右 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 出力 順番 を 表示 する 窓 は 閉じ 、 
この 項目 は 出力 され ませ ん 。 窓 者 開く | に | は 、 再度 マウ ス の 右 ボ ダン を 


クリ ッ ク し て くだ さい 。 


[ユー ザ 情 報 の 定義 ] 
この ボタ ン を 押す と 、 各 出力 ペー ジ に 表示 され る タイ トル や 見 出し 等 を カス タマ イズ する こ 
と が で きま す 。 


ュー ザ " 情 報 |※| 


- 共通 項目 ⑥ 共通 変数 配置 図 
5 丈 IDemo2 。。 。。、 、 、 、 、 | 協 放 開始 字 列 MCG 6 
仕様 書名 : | 舌 造 仕様 書  " " | 決 紅 続 案内 必 セ = が : 
本 ま す 。 = 
日 全 5 ほ ) ほ っ うっ うっ こっ コ 
レ ペー ジ 番 号 を 付け る - 共通 変 数 参照 図 ノ モッ ュー ル 内 共通 変数 参照 図 G -- 
- 全体 寺 り 配置 図 7bー ド トド テン ブレ ー ト を 指定 
次 ペー ゲ 詳 細 記述 案内 セー ジ : 八 X92X: | イン スタ ンス を 指定 "= 
番 こ 対 応 す る 詳細 | よ : 入 肌 | に 説明 し て お りり 変 孝 参 照 : | 生 昭 モジュール を 指定 
上 送 昭 | 和 モ ジュ ー ル (メン リリ を 指定 


ュー ト や セツ 名 : | ロー ド 祝 域 を 設定 ”)"" Struetures | 告 造 体 を 指定 
JE セツ 名 : デー タ 賛 域 を 設定 lnians | 共用 体 を 指定 ~ 〈《 
9 も の 名 スタック 領 域 を 設定) Enums 隊 学 を 指定 
5 924 ツウ: ミ ー 信 域 を 設定 Bit Fied ビッ ト フ ィ ー ル ド を 指定 
未 使用 額 域名 : 使用 鶴 域 を 設定 Variable: [ 医 堆 を 指定 

2 の 欄 パー ラッ プ を 揚 定 1 


fy | 
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オプ ショ ン ツ ー ル 


オプ ショ ン ツ ー ル の 登録 実行 


フレ ー ム ワー ク に 、 任 意 の アプ リケーション を 登録 する こと に より 、 メ ニュ ー か ら 起 動 す る 
こと が で きま す 。 よく 使用 する ユー ティ リィ ティ な ど を 登録 し て お く と 便利 で す 。 


< く ツ ー ル の 登録 > 
「 オ プシ ョ ン ツ ー ル の 設定 」 ダ イア ログ を 使用 し て ツー ル の 登録 (最大 5 個 ) を 行い ます 。 
メニ ュー か ら 「 ツ ー ル 」->「 オ プシ ョ ン ツ ー ル 」 を 選択 し て ダイ アロ グ を 表示 し て くだ さい 。 
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[タイ トル ] 
登録 する ツー ル の タイ トル を 設定 し て くだ さい 。 こ の タイ トル が メニ ュー (起動 の た め の ) 
こ 登録 され ます 。 


[実行 ファ イル ] 
ツー ル の 実行 ファ イル (.EXE or .COM) を フル パス で 設定 し て くだ さい 。 


所 、 登録 で きる ツー ル は 3 3 ピッ ト ア デリ が か ケー ジョ ン で せ ず 。 (16 ピット アデ リケーション は 
登録 し て も 起動 され な い 場 合 が あり ます ) 


メモ 、 シ ョ ー ト カッ ト は 指定 で きま せん 。 


[引数 ] 

登録 する ツー ル に 引数 が 必要 で あれ ば 、 引 数 を 指定 し て くだ さい 。 
引数 の 中 に 「 %ProjName」 と 記述 する と 、 プ ロジ ェクト 名 を 記述 し た こと と な り ま す 。 例 えば 
プロ ジェ クト 名 と 同じ 名 前 の オブ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 する と き は 、 下 記 例 の よう に 記述 
し て くだ さい いり 


例 : %ProjName. xlo 


[作業 ディ レク トリ ] 
ツー ル 実 行 時 の 作業 ディ レク トリ を 設定 し て くだ さい 。 作 業 デ ィ レ クト リ の 設定 を 省略 し た 
場合 は 、「 実 行 オ ブ ジ ェクト 」 が 保存 され て いる ディ レク トリ が 作業 ディ レク トリ と な り ま す 。 


[ツー ル の 形態 ] 

登録 する ツー ル が Windows アプ リケーション (GUI を 持っ て いる ) で あれ ば 「Windows アプ リ 
ケー ショ ン 」 を 、 コ ン ソ ー ル アプ リケーション (GUI を 持っ て いな い ) の 場合 は 「 コ ン ソ ー ル 
アプ リケーション 」 を 選択 し て くだ さい 。 


[戻る / 次 へ ] 
こと が で きま す 。 ツ ー ル の 登録 登録 し た ツー ル を 削除 す 
る 場 は 、「 次 へ 」 又 は 「 戻 る ] ボタ ン を クリ ッ ク し て 登録 削除 を し て くだ さい 。「 削 除 」 


ボタ ン を クリ ッ ク す る と 現在 表示 中 の ツー ル を 削除 する こと が で きま す 。 
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[環境 変数 ] 
登録 し た ツー ル に 環境 変数 が 必要 な 場合 は 、 こ の 「 環 境 変数 」 ボ タン を 押し て 、 ダ イア ログ 
の 環境 変数 を 設定 する 項目 を 表示 し て くだ さい 。 


LINE=1 


[変数 / 値 ] 

「 変 数 」 へ は 環境 変数 を 、「 値 」 に は 環境 変数 の 値 を 設定 し て くだ さい 。 値 に 、XASS-V が 
イン スト ー ル され た ディ レク トリ 位置 、 又 は プロ ジェ クト の 作業 ディ レク トリ を 設定 する 場合 
は 、 下 記 の 予約 語 を 使用 する こと が で きま す 。 


XASS-V イン スト ー ル 位置 ・・・ %InstRoot 
プロ ジェ クト の 作業 ディ レク トリ ・・・ %ProjRoot 


< く ツ ー ル の 起動 > 
メニ ュー か ら 「 ビ ルド 」->「 登 録 し た ツー ル の タイ トル 」 を 選択 し て 、 ツ ー ル の 起動 を 行い 
ます 。 


店 も 
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< く オプ ショ ン ツ ー ル 設定 の プロ ジェ クト 単位 管理 > 


オプ ショ ン ツ ー ル の 設定 は 、 デ フォ ルト で は Windows の ログ オン ユー ザ ア カ ウ ント 単位 
(Windows98 の 場合 は PC 単位 ) で 管理 され ます が 、 プ ロジ ェクト 単位 で 管理 する こと も で きま 
す 。 

メニ ュー か ら 「 ツ ー ル 」->「 カ スタ マイ ズ 」->「 全 般 」 を 選択 し て くだ さい 。 


「 オ プシ ョ ン ツ ー ル の 設定 を プロ ジェ クト に 保存 する 」 を チェ ッ ク す る と 
オプ ショ ン ツ ー ル 設定 は プロ ジェ クト ファ イル (.pdb) に 保存 され ます 。 


メモ : 

この 場合 、 オ プシ ョ ン ツ ー ル 設定 の 保存 タイ ミン グ も プロ ジェ クト ファ イル 保存 時 と な り ま 
す 。 

な お 、 オ プシ ョ ン ツ ー ル 設定 の 読み 込み タイ ミン グ は 常に プロ ジェ クト ファ イル 読み 込み 時 で 
す 。 
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その 他 


スタ マイ ズ 


設定 を カス タマ イズ し ます 。 
[ツー ル ] [カスタマイズ] メニ ュー を 選択 する と ダイ アロ グ が 開き ます 。 


[全般 ] タブ 


[プロ ジェ クト ファ イル を 更新 し な い ] 
チェ ッ ク す る と 、 プ ロジ ェクト を 閉じ る と き 自 動 的 に プロ ジェ クト を 保存 し ませ ん 。 


プロ ジェ クト を 閉じ る も 参照 し て くだ さい 。 


[起動 時 に 前 回 の プロ ジェ クト を 開く ] 
チェ ッ ク す る と 、 最 後に 使用 され た プロ ジェ クト を 起動 時 に 開き ます 。 


[オプ ショ ン ツ ー ル の 設定 を プロ ジェ クト に 保存 する ] 
チェ ッ ク す る と 、 オ プシ ョ ン ツ ー ル 設定 は プロ ジェ クト ファ イル (.pdob) に 保存 され ます 。 
オプ ショ ン ツ ー ル の 登録 実行 も 参照 し て くだ さい 。 
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[既定 の フォ ル ダ ] 
プロ ジェ クト や ファ イル を 開く と き の 既 定 の フォ ル ダ を 指定 する こと が で きま す 。 
詳細 に つい て は 、 こ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


EE 天才 み 中 タグ 


[タブ の 文字 数 ] 

[タブ を スペ ー ス に 変換 する ] 

タブ 文字 に 関係 する 設定 を 行え ます 。 

詳細 に つい て は 、 こ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


[ 行 番号 を 表示 する ] 
エディ タ 画 面 の 左側 に 行 番号 を 表示 する こと が で きま す 。 
詳細 に つい て は 、 こ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


[カレ ント ファ イル を プロ ジェ クト ビュ ー で 連動 表示 する ] 

チェ ッ ク す る と 、 エディ タウ ィ ン ド ウ が 切り 替わっ た と き 、 

該当 ファ イル が プロ ジェ クト に 登録 され て いる 場合 は プロ ジェ クト ビュ ー の 該当 箇所 が 表示 
され ます 。 

必要 で あれ ば 、 ツ リー が 展開 され ます 。 
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[外部 エディ タ を 使用 する ] 
フレ ー ム ワー ク で 使用 する エディ タ の 代わ り に 市 販 エ ディ タ を 使用 する こと が で きま す 。 
詳細 に つい て は 、 こ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


[書式 ] タブ 


ワタ ブ ァ ド 
だ ィ ス | 


[フォ ント ] 
エディ タ と アウ ト プ ッ トビ ュー の フォ ント を 指定 する こと で きま す 。 


[カラ ー リ ング を する ] 
エディ タ と アウ ト プ ッ トピ ビュ ー の 人 色 を 指定 する こと で きま す 。 
ユー ザキ ーー ド お よび エモ エラー キャ ッ チ も 参照 し て くだ さい 。 
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既定 の フォ ル ダ 


プロ ジェ クト や ファ イル を 開く と き の 既 定 の フォ ル ダ を 指定 する こと が で きま す 。 
メニ ュー か ら 「 ツ ー ル 」->「 カ スタ マイ ズ 」->「 全 般 」 を 選択 し て くだ さい 。 


メモ : 
プロ ジェ クト ファ イル (.pdb) の ダブ ルク リッ ク で フレ ー ム ワー ク を 起動 し た 場合 は 、 
ファ イル の 既定 フォ ル ダ は 「 プ ロジ ェクト フォ ル ダ 」 と な り ま す 。 
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ビル ド 
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ビル ド / リ ビル ド / ス ポッ トコ ン パ イル 


| EE) りーMCD ウツ トウ 0 


HDL Bpe cw 
EMB) DEMO2xlo F7 スポ ッ ト コ ン パ イル き 行 う 
旧 北 ド ⑧) 
Ei2kCD(E) 
ファ イル を 選択 する 。 
include "comdef .h" 
include bpslaye.h" 
include Timer.h" 
def ine BUFLEN Ox800 /* send/receive buffer 
5 def ine ENN 0x05 
rdefine LE Ox10 
8 HHdefine USERABORT 0x1d 
間 、、 ali。 ム kWI  n 
[ビル ド ] 


プロ ジェ クト へ 登録 し た ソー ス フ ァ イル を ビル ド し て HEX ファ イル の 作成 を 行い ます 。 ビ ル 
ド の 経過 は アウ ト プ ッ トビ ュー へ 出力 され ます 。 ビ ルド は 、 フ ァイル の 修正 や 設定 の 変更 に よ 
っ て コン パイ ル の 必要 な ファ イル の み コ ン パ イル し ます 。 


[リビルド ] 
プロ ジェ クト へ 登録 され た ファ イル 全て を ビル ド し て HEX ファ イル の 作成 を 行い ます 。 ビ ル 
ド の 経過 は アウ ト プ ッ トビ ュー へ 出力 され ます 。 


[スポ ッ ト コ ン パ イル ] 

エディ タ で 表示 中 の ファ イル を コン パイ ル し ます (リン ク 及 び HEX ファ イル の 作成 は 行い ま 
せん )。 ス ポッ トコ ン パ イル の 経過 は アウ ト プ ッ トビ ュー へ 出力 され ます 。 ス ポッ トコ ン パ イル 
は 表示 され た ファ イル で あれ ば プロ ジェ クト に 登録 され て いな い フ ァイル で も コン パイ ル す る 
こと お 奄 で きま ます 。 
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[選択 スポ ッ ト コ ン パ イル ] 

プロ ジェ クト ビュー の 「 フ ァイル 」 タ プ ブ ->「 ソ ー ス ファ イル 」 か ら 、 フ ァイル を 選択 し て コ 
ン パ イル し ます (リン ク 及 び HEX ファ イル の 作成 は 行い ませ ん )。 選 択 ス ポッ トコ ン パ イル の 経 
過 は アウ ト プ ッ トビ ュー へ 出力 され ます 。 


諸 | 


Maketree.c 
Mkslow.c 
唐 seures1.s 
ョ ルー ド フ ァイル 
| rh 
ctwpe.h 
limith 


[キャ ン セ ル ] 
ビル ド を 中 止 し ます 。 
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エラ ー キ ャ ッ チ 


ビル ド の 経過 (エラ ー メ ッ セ ー ジ 等 ) は アウ ト プ ッ トビ ュー へ 表示 され ます 。 ア ウト プッ トビ 
ュー へ 表示 され た エラ ー メ ッ セ ー ジ を 直接 ダダ ブル クリ ッ ク す る と 、 そ の ソー ス フ ァ イル が 表示 
され エラ ー 個 所 に 矢印 を 表示 し ます 。 キ ャ ッ チ で きる エラ ー メ ッ セ ー ジ は 、C/C++ コ ン パ イ 
ラ 、 ア セン ブラ 、 マ クロ プリ プロ セッ サ が 出力 する エラ ー メ ッ セ ー ジ (ソー ス 行 位置 が 表示 さ 
れる ) に 限り ます 。 


日 ] 仙 sample ファ イル 


bad.c 
イン カル ー ド ファ イル 
オプ ジョン ファ イル 
その 他 


田中 ユー ザラ タイ ル 


エラ ー 発 生 位置 を 表示 する 


人 ブル クリ ッ ク 
, U warning messageSs. 


アウ ト プ ッ トビ ュー に 表示 され る エラ ー メ ッ セ ー ジ の フォ ント と 色 は 「 カ スタ マイ ズ 」 ダ イ 
アロ グ で 変更 で きま す 。 
メニ ュー か ら 「 ツ ー ル 」->「 カ スタ マイ ズ 」->「 書 式 」 を 選択 し て くだ さい 。 
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メモ : 
オプ ショ ン ツ ー ル と し て 登録 し た アプ リケーション が 表示 する エラ ー は 色分け の 対象 外 で 
ず 。 
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デバ ッ グ 
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デバ ッ ガ の 起動 


プロ ジェ クト オー プン 中 は [ビルド] -> [デバ ッ ガ ] メニ ュー に イン スト ー ル され て いる デ 
バッ ガ が 表示 され ます 。 


1 レ 2 同 男 記 
EE 


の ジコ ウン ョ フリ 


メニ ュー で 指定 し た デバ ッ ガ を 起動 する こと が で きま す 。 
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SOURCE DOCTOR 
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C ソー ス 構 文 チ ェ ッ ク 


言語 プロ グラ ム ソ ー ス の 構文 チェ ッ ク を 行い ます 。 コン パイ ル 時 に エラ ー に な ら な い が 、 
バグ に な りや すい プロ グラ ミン グミ ス を 診断 し ます 。 アセ ン ブ ラ (マク ロ 含 む お ) や 、C++ 言 語 
プロ グラ ム ソ ー ス は チェ ッ ク す る こと は で きま せん 。 


・ 構文 検 査 項目 一 覧 


( 1 ) 全て の C ソ ー ス ファ イル に 対す る 検査 

プロ ジェ クト に 登録 され て いる 全て の ファ イル に 対し て 構文 チェ ッ ク を 行い ます 。 

メニ ュー か ら 「 ビ ルド 」 -> 「 プ ログ ラム 検査 」 を 選択 する と 構文 チェ ッ ク が 開始 し ます 。 
チェ ッ ク 結 果 は アウ ト プ ッ トビ ュー へ 表示 され ます 。 
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(2 ) エディ タ で 表示 中 の ソー ス フ ァ イル に 対す る 検査 

現在 エディ タ で 表示 中 の ファ イル に 対し て 構文 チェ ッ ク を 行い ます 。 

表示 ビュ ー で マウ ス の 右 ボ タン を クリ ッ ク し 、 ポ ッ プ アッ プ メ ニュ ー か ら 「 プ ログ ラム 検 
査 」 を 選択 する と 構文 チェ ッ ク が 開始 し ます 。 チェ ッ ク 結 果 は アウ ト プ ッ トビ ュー へ 表示 され 
ます 。 


ー ゴ 


50 ml 司 天 g& 有 7 
for(i = 0: i く < 製 誰 前 8 


7997-9 
る ボッ ト T 偽 


王 カ 人 検索 0。 
| 行 番号 を 表示 
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(3) 選択 し た ソー ス フ ァ イル に 対す る 検査 

プロ ジェ クト に 登録 され て いる ファ イル の 中 か ら 選 択 し て 構文 チェ ッ ク を 行い ます 。 

プロ ジェ クト ビュ ー の 「 フ ァイル 」 タ ブ ->「 ソ ー ス ファ イル 」 か ら フ ァイル を 選択 し て 「 プ 
ログ ラム 検査 」 を 行い ます 。 


- 仙 nDsmo ファ 化 
日 - 抱 サー ァイル 


"回 
ie 還 kkslow.c 
- 加 | sourcs1.s 
人 凶 - ド ウ ァ 化 
田 - 芽 】 わ ウフ ァイル 
田 - 馬 】 その 他 


補 チュ ー ト リア ル | | ] ア 7 侯 
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[検査 結果 の 表示 ] 

C ソー ス 構 文 チ ェ ッ ク 結果 は アウ ト プ ッ トビ ュー へ 表示 され ます 。 

アウ ト プ ッ トビ ュー へ 表示 され た メッ セー ジ を 直接 ダブ ルク リッ ク す る と 、 ソ ー ス ファ イル 
が 表示 され エラ ー の 発生 個所 に 番号 の な い ブ ッ ク マ ー ク を 表示 し ます 。 


5 本 int func2 (woid) : 
ツー メカ ァ 1 

国 sanpo /* return 文 で 値 を 返し て な し main 関 孝 */ 
- 移 に ドウ "UM 

0 較 int naoinit: 


れる char * 中 0: 玉 マウ ス を 近 ず ける と エラ ー メ ッ セ ー ジ が 


表示 され ます . 」 
func1(&d) : 7* 仮 引数 の 型 が 関 散 の 外部 宣言 と 異な る * | 


func30 : ア * 外部 官 言 し て な い 関 孝 を 呼ん で いる */ 
/* 型 が 違う ポイ ンタ 間 で の 代入 


交 ample.c エラ ー メ ッ セ ー ジ を 全 ブ ルク リッ ク す る 
C:fxaSsy ま Demo/fSammDl@.C(HJ・ 【38.9XOJ 記 1 史 Don 3 語 し た の に 人 を まっ て いま せん 
C:#xassyfDemoz\Sample.c:【 守 02 誤 用 】 "nousS 言 し た の に 変 E っ て いま せん 
c:\xassy\Demo2\sample.c(15): 【 関 数 間 の IF】 >fUncf . 宏 8 区 の 知義 の 外部 宣言 と 違い ます 
c:\xassv\Demoz2\sample.c(17 カ : 【 関 数 間 の IF】 “func37: 外部 宣言 を し て いな い 関 数 を 呼ん で いま す 
c:*xassy\Demo2\sample.c(19: 【 式 】 型 が 違う ボイン タ の 間 で 代入 を 行っ て いま す = 


証人 当 伯 着 陣 汗 人 当 因 十 影 


ブロ 7 う ぁ 検査 
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( ソー ス 構 文 検査 項目 一 臣 


コメ ント 
・ コ メン ト の ネス ト 
・ コ メン ト の 終了 


関数 間 イ ンタ フェ ー ス 

・return 文 で の 戻り 値 の 有無 

・ 引 数 の 数 

・ 仮 引数 の 型 と 関数 の 外部 宣言 と の 関係 

・ 外 部 宣言 を し て いな い 関 数 を 呼ん で いる か どう か 
・ 関 数 の 引数 の 型 

・ 書 式 と 引数 の 型 

・ 書 式 と 引数 の 数 

・main() 関 数 の 戻り 値 を 返し て いる か 

・ 仮 引数 の 宣言 の 記述 漏れ 

・ 仮 引数 の 個数 と プロ ト タ イ プ 宣 言 で の 違い 
・ 仮 引数 の 型 と プロ ト タ イ プ 宣 言 と の 違い 
・ 実 引数 の 型 と 関数 プロ ト タ イ プ 宣 言 と 
・ 実 引数 の 型 と 関数 プロ ト タ イ プ 宣 言 と 
・「static」 宣言 の 位置 

・ 関 数 が 呼ば れ て いる か 

・ 関 数 が 定義 され て いる か 


ご 


式 

・ 演 算 子 「&&」 の 条件 式 の 括弧 
・signed と unsigned と の 比較 
・unsigned 型 の 変数 と 0 と の 比較 
・ 演 算 子 「&」 の 式 の 括弧 

・ 演 算 子 「==」 と 「=」 の 書き 間違え 
・ 演 算 子 「^」 の 式 の 括弧 

・ 演 算 子 「| |」 と 「|」 を 書き 間違え 
・ 演 算 子 「|」 の 式 の 括弧 

・ ア ドレ ス 演 算 子 「&」 の 使い 方 の 誤り 
・ ア ライ メン ト に 関す る 誤り 

・ メ ン バ ー 毎 に 初期 値 の 括 綴 
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・ 移 植 性 に 問題 の ある キャ スト の 使い 方 

・ 関 数 の 型 と return 文 の 戻り 値 の 型 と の 違い 

・ 関 数 へ の ポイ ンタ に 対す る キャ スト の 使い 方 

・ 型 が 違う ポイ ンタ の 間 で 演算 

・ 型 が 違う ポイ ンタ の 間 で 代入 

・ 古 い 時 代 の 文法 で の 記述 

・ 構 造 体 へ の ポイ ンタ に 対す る キャ スト の 方 法 

・ 実 体 を 定義 し て いな い 型 へ の 使用 

・ 代 入 よ り 先 の 比較 

・ 代 入 文 と ビッ ト 演 算 子 の 隣接 

・ 論 理 演算 子 と ビッ ト 演 算 子 の 隣接 

・ 論 理 演算 子 の 記述 忘れ 

・ ポ イン タ へ キャ スト し て いる デー タ が アド レス か どう か 
・int デー タ を キャ スト せ ず ポイ ンタ へ の 代入 

・ 初 期 値 (ある い は 作 ) の 数 

・ マ ル チ バ イト 文字 (全角 文字 ・ 半 角 片 仮名 な ど ) の 扱い 型 
・ 整 数 デー タ と ポイ ンタ 間 で の 無理 な 型 変換 

・ サ イズ の 異な る 配列 間 で の 無理 な 型 変換 

・ 構 造 体 で な い メ ン バ ー へ の 参照 

・ 代 入 文 で の 左辺 の 型 と 右辺 の 型 の 違い 

・ 条 件 式 に お ける 定数 値 の 記述 

・ 文字 の 終わ り の 「'」、 ま た は 文字 列 の 終わ り の 「"」 
・ 定 数 値 の 記述 量 

・ 演 算 子 「++」 の 使い 方 

・ 整 数 デー タ と ポイ ンタ 間 で の 不正 な 代入 

・ 整 数 デー タ と ポイ ンタ 間 で の 不正 な 演算 

・ ポ イン タ で な い 式 の 間接 演算 子 「*」 の 使用 
・unsigned 型 と signed 型 の 混在 し た 演算 

・ シ フト 演算 子 を 含む 式 の 括弧 


誤り 

・ 文 法 的 な 誤り 

・ 初 期 化 の 記述 の 誤り 

・ 対 応 す る 「#endif」 記 述 


・ 変 数 宣言 
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文 


・ case 節 に 対す る break 文 

・if と else の 対応 

・ ラ ベル へ 飛ぶ goto 文 の 有無 
・ 意味 の な い 文 あ る い は 式 

・ 実 行 さ れ な い 文 

・ 余 分 な が セミ コロ ン 

・else に 続く 文 

・ 余分 な カンマ 「,」 

・ 変 数 の 誤 使 用 仮 引数 の 使用 


・ 宣言 し た 変数 の 使用 
・ 大域 変数 仮 引数 と 同じ 名 前 の ロー カル 変数 の 宣言 
・ 変 数 の 値 を 参照 


・ 初 期 化し な い 変 数 の 値 の 参照 


メモ 上 記 以 外 に 、 通 常 ユ コン パイ ル 時 発生 する シン タッ クス エラ ー も 表示 (英文 に て ) 


す 。 
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制限 事項 


アウ トブ プッ トピ ュー の 表示 文字 数 


ビル ド 、 フ ァイル 検索 、( 構文 解析 結果 を 表示 する 「 ア ウト プッ トビ ュー」 の 最大 表示 可能 
文字 数 は 、64KB で す 。64KB を 越え る メッ セー ジ が 表示 され た 場合 、 最 初 に 表示 され た 内 容 は 削 
除 さ れ ア ウト プッ トビ ュー で 直接 見 る こと は で き な く な り ま す が 、 全 て の 内 容 の 印刷 、 フ ァ イ 
ル へ の 保存 は 可能 で す 。 


0 64K 日 以上 表示 で きま せん 
jo ya エー 

も 別 了 (RBD 64KB 以 上 の メッ セー ジ 
SUCCGSS で も 保存 印刷 は 可能 で 
4 さ sy 
IE フッ イル 検索 A フ ロー トキ 9( ら ) 


7 客 表 示す る に | は [F1] を 押し て くだ さい 1。 
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